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本
論
文
は
、
一
七
世
紀
中
葉
〜
一
八
世
紀
前
半
の
米
沢
藩
中
条
氏
に
お
け
る
戦
国
末
期
〜
近
世
初

頭
の
当
主
の
系
譜
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
、
中
条
氏
に
伝
来
し
た
系
図
・
由
緒
書
等
お
よ
び
同
氏

の
文
書
整
理
・
管
理
の
状
況
か
ら
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
以
下
の
点
を
指
摘
し
た
。

①
中
条
氏
で
は
、
一
七
世
紀
中
葉
〜
後
半
頃
の
段
階
に
お
い
て
は
、
戦
国
末
期
の
当
主
が
忘
れ
ら
れ

て
い
る
状
態
で
あ
り
、
と
く
に
中
条
景
泰
と
い
う
当
主
の
名
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

一
八
世
紀
前
半
に
は
そ
れ
を
景
資
と
い
う
当
主
の
改
名
後
の
名
と
し
て
い
る
。
な
お
、
さ
ら
に
そ
の

後
に
作
成
さ
れ
た
系
図
等
で
は
景
資
と
景
泰
は
別
人
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
②
中
条
氏
で
は
、
一
七

世
紀
中
葉
以
降
に
は
、
文
書
の
整
理
・
収
集
等
を
通
じ
て
系
譜
の
復
元
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て

元
禄
四
〜
七
年
の
間
に
景
泰
の
名
を
記
す
文
書
を
収
集
し
、
そ
の
名
を
認
識
す
る
に
い
た
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
同
氏
で
は
一
七
世
紀
後
半
ま
で
の
文
書
整
理
と
同
じ
方
針
で
そ
れ
以
後
も
管
理
を

継
続
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
中
条
氏
が
同
氏
の
系
譜
・
由
緒
等
に
対
し
て
高
い
関
心
を
持
ち
続

け
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
戦
国
末
期
の
当
主
に
対
す
る
認
識
を
そ
の
後
さ
ら
に
変
化
さ
せ
た

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
中
条
氏
、
中
条
景
泰
、
系
図
、
由
緒
、
文
書
管
理 
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は
じ
め
に

中
条
氏
は
、
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
に
平
宗
実
が
地
頭
に
補
任
さ
れ
て
以
降
、

中
世
を
通
じ
て
越
後
国
奥
山
庄
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
た
一
族
で
あ
る
。
慶
長
三
年

（
一
五
九
八
）、
上
杉
景
勝
の
会
津
移
封
と
と
も
に
越
後
を
離
れ
、
さ
ら
に
同
六
年
の

移
封
で
米
沢
に
移
り
、
米
沢
藩
士
と
し
て
幕
末
を
迎
え
る
。
同
氏
に
は
多
数
の
系
図

が
伝
来
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
近
年
と
く
に
検
討
が
深
め
ら
れ
て
い
る
。

高
橋
秀
樹
氏
は
、
中
条
氏
を
含
む
三
浦
氏
に
関
わ
る
系
図
の
全
体
を
と
り
あ
げ
、
中

世
の
も
の
と
近
世
の
も
の
に
区
別
し
た
上
で
、
一
二
世
紀
以
前
に
お
け
る
同
氏
の
系

譜
を
「
家
の
創
造
神
話
」
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
が
当
該
期
の
家
の
あ
り

か
た
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
）
1
（

。
野
口
実
氏
・
白
根
靖
大
氏
は
、
中
条
氏

に
伝
来
し
た
「
桓
武
平
氏
諸
流
系
図
）
2
（

」
を
検
討
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
一
三
世
紀
後
半

こ
ろ
に
北
条
氏
・
三
浦
氏
等
桓
武
平
氏
諸
流
の
家
の
系
譜
を
集
合
的
に
示
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
、
北
条
氏
の
周
辺
で
作
成
さ
れ
た
系
図
を
も
と
に
、
和
田
氏
（
の
ち
の

中
条
氏
）
が
自
ら
の
家
を
桓
武
平
氏
諸
流
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
べ
く
作
成
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
て
、
こ
の
系
図
の
重
要
性
を
示
す
）
3
（

。
こ
の
よ
う
に
、
中

条
氏
伝
来
の
系
図
に
つ
い
て
は
、
お
も
に
作
成
の
背
景
・
意
図
や
作
成
期
の
家
の
あ

り
方
と
の
関
連
等
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
系
図
の
う
ち
、
鎌
倉
期
以
前
の
系
譜
に
関

す
る
記
述
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
な
か
で
井
原
今
朝
男
氏
は
、「
桓
武
平
氏
諸
流
系
図
」
が
成
立
以
後
幕

末
ま
で
複
数
回
に
わ
た
っ
て
書
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
）
4
（

。
こ
の
こ

と
は
、
中
条
氏
で
は
一
三
世
紀
後
半
頃
に
成
立
し
た
系
図
を
近
世
以
降
に
も
利
用
し

続
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
う
。
そ
し
て
、
山
形
大
学
小
白
川
図
書
館
所
蔵

「
中
条
家
文
書
」（
以
下
「
中
条
家
文
書
」）
に
は
、同
氏
に
関
わ
る
系
図
・
由
緒
書
等
、

そ
れ
ま
で
の
家
の
事
績
等
を
書
き
上
げ
た
記
録
が
一
一
点
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
に
は
近
世
以
降
に
作
成
さ
れ
た
記
録
類
も
多
数
み
ら
れ
る
）
5
（

。す
な
わ
ち
近
世
以
降
、

同
氏
は
区
々
の
場
面
で
系
図
・
由
緒
書
等
を
作
成
し
、
ま
た
書
き
継
い
で
き
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
。

し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、こ
れ
ら
の
系
図
に
お
い
て
、戦
国
末
期
の
当
主
で
あ
っ

た
藤
資
以
後
の
数
代
を
み
て
み
る
と
、
そ
の
記
述
内
容
に
は
一
致
し
な
い
点
が
見
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
近
世
以
降
の
中
条
氏
が
こ
の
時
期
の
当
主
の
系
譜
を
め
ぐ
っ
て
認

識
を
変
化
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
近
世
以
降

の
中
条
氏
が
、
同
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
、
と
く
に
戦
国
期
以
降
を
ど
の
よ
う
に
理
解

し
て
い
た
の
か
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
う
。
そ
こ
で
は
、
あ

ら
た
め
て
そ
れ
ら
近
世
以
降
の
系
図
等
の
作
成
背
景
等
を
踏
ま
え
て
検
討
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

な
お
、
家
の
系
譜
・
由
緒
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
は
、
伝
来
文
書
の
整
理
・
管

理
等
と
の
関
わ
り
が
と
く
に
近
年
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
た
と
え

ば
原
田
和
彦
氏
は
真
田
家
伝
来
の
「
吉
文
書
」
が
同
氏
の
歴
史
意
識
の
高
揚
の
な
か

で
収
集
・
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
）
6
（

、
こ
れ
に
対
し
て
定
兼
学

氏
は
、
同
文
書
群
に
つ
い
て
真
田
家
の
由
緒
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
保
存
管
理
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
）
7
（

。
同
様
の
観
点
か
ら
の
指
摘
は
他
家
の

文
書
整
理
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
）
8
（

。

　

そ
の
な
か
で
、
米
沢
藩
主
上
杉
氏
も
、
近
世
に
お
い
て
数
次
に
わ
た
っ
て
文
書
整

理
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
検
討
も
行
わ
れ
て
き

て
い
る
。
阿
部
洋
輔
氏
は
上
杉
家
文
書
の
整
理
過
程
に
つ
い
て
、
寛
永
年
間
、
寛
文

十
一
年
（
一
六
七
一
）、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）、
明

和
九
年
（
一
七
七
二
）、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）、
そ
れ
以
後
、
に
分
類
し
、
と

く
に
寛
文
期
に
お
け
る
文
書
整
理
に
つ
い
て
、
そ
の
契
機
は
不
明
と
し
つ
つ
も
、「
文

書
整
理
は
藩
政
危
機
の
所
産
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
）
9
（

。
阿
部
哲
人
氏
は
こ

れ
を
踏
ま
え
て
、
寛
文
四
年
の
米
沢
藩
の
半
知
を
経
た
上
杉
家
に
お
け
る
自
家
の
歴

史
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
上
杉
家
文
書
の
整
理
に
つ
い
て
は
こ
う
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し
た
観
点
か
ら
も
さ
ら
に
検
討
が
深
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
）
10
（

。
ま
た
、
そ
の
家
中

の
文
書
群
に
関
し
て
は
、
井
上
鋭
夫
氏
や
田
島
光
男
氏
等
に
よ
っ
て
、
色
部
氏
や
中

条
氏
等
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
）
11
（

。
と
く
に
井
上
氏
は
中
条
氏
伝
来
文
書
を

と
り
あ
げ
る
な
か
で
、
上
杉
氏
家
中
の
文
書
整
理
が
主
家
の
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
て

い
る
と
指
摘
し
て
お
り
）
12
（

、
上
杉
氏
全
体
の
動
向
の
な
か
で
そ
れ
を
把
握
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
他
の
家
中
の
文
書
群
に
つ
い
て

も
多
く
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
）
13
（

。
そ
う
し
た
な
か
で
田
島

氏
は
、
色
部
氏
の
系
図
が
、
同
氏
に
伝
来
し
た
御
感
状
・
御
書
と
と
も
に
「
重
書
」

の
う
ち
と
し
て
箪
笥
に
収
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
ま
た
前
嶋
敏
は
新
潟
県
立

歴
史
博
物
館
所
蔵
「
色
部
氏
文
書
」
全
一
〇
巻
の
う
ち
、
一
三
〜
一
五
世
紀
の
色
部

氏
惣
領
に
か
か
る
地
頭
職
の
安
堵
あ
る
い
は
相
伝
を
示
す
内
容
で
統
一
さ
れ
た
巻

（
第
一
巻
）
の
み
が
近
世
色
部
氏
の
手
に
よ
っ
て
成
巻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

近
世
色
部
氏
が
当
該
の
文
書
を
他
の
文
書
と
別
に
整
理
・
管
理
し
て
い
た
可
能
性
を

示
す
）
14
（

。
す
な
わ
ち
米
沢
藩
家
中
の
伝
来
文
書
に
つ
い
て
も
、
そ
の
整
理
・
管
理
と
当

該
の
当
主
の
系
譜
と
の
関
連
性
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
え
る
。

周
知
の
通
り
中
条
氏
に
は
鎌
倉
期
以
来
の
中
世
文
書
が
多
数
伝
来
し
て
お
り
、
と

く
に
「
中
条
家
文
書
」
は
そ
の
中
核
に
な
る
も
の
と
し
て
多
く
の
注
目
を
集
め
て
い

る
）
15
（

。
ま
た
こ
れ
に
つ
い
て
は
近
世
に
整
理
・
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ

る
）
16
（

。
こ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
、
中
条
氏
の
系
譜
認
識
等
に
つ
い
て
、
系
図
・
由
緒
書
等

と
と
も
に
、
当
該
の
文
書
群
の
整
理
・
管
理
、
伝
来
状
況
等
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に

は
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
戦
国
末
期
〜
近
世
初
頭
頃
の
中
条
氏
当
主
、
と
く
に
藤
資
以

降
の
数
代
に
対
す
る
近
世
以
降
の
中
条
氏
の
系
譜
認
識
に
つ
い
て
、
系
図
・
由
緒
書

等
お
よ
び
文
書
の
整
理
・
管
理
状
況
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た

い
。

❶
系
図
、由
緒
書
等
に
み
る
中
条
氏
の
系
譜
認
識
の
変
遷

近
世
以
降
の
中
条
氏
に
お
け
る
系
譜
認
識
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
本
章
で
は
、

中
条
氏
に
伝
来
し
た
系
図
・
由
緒
書
等
の
う
ち
、
戦
国
末
期
以
降
の
系
譜
を
示
す
複

数
の
系
図
の
作
成
・
書
継
状
況
を
確
認
し
て
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
同
氏
の
当
主
に
対

す
る
認
識
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
（
一
）　

中
条
氏
伝
来
の
系
図
・
由
緒
書
等
に
つ
い
て

本
章
で
戦
国
末
期
以
降
の
系
譜
を
示
す
系
図
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
本

節
で
は
ま
ず
中
条
氏
に
伝
来
し
た
系
図
・
由
緒
書
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ

う
な
時
期
を
起
点
と
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
注
目
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
確
認
し

て
お
き
た
い
。

そ
こ
で
ま
ず
、「
中
条
家
文
書
」
に
み
ら
れ
る
同
氏
に
関
す
る
系
図
・
由
緒
書
等

に
つ
い
て
、
そ
の
作
成
時
期
・
そ
れ
ぞ
れ
の
起
点
等
を
【
表
1
】
に
示
し
た
）
17
（

。
こ
れ

ら
か
ら
、
中
条
氏
に
は
近
世
以
降
に
も
多
く
の
系
図
が
作
成
さ
れ
、
ま
た
書
き
継
が

れ
て
き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

さ
て
、
高
橋
秀
樹
氏
は
、
三
浦
氏
に
か
か
る
系
図
等
を
検
討
し
、
同
氏
に
は
一
二

世
紀
の
三
浦
介
義
明
を
起
点
と
す
る
鎌
倉
期
・
南
北
朝
期
の
系
譜
認
識
を
示
す
系

図
等
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
数
代
遡
ら
せ
て
三
浦
忠
通
や
為
通
を
家
の
は
じ
ま
り

と
認
識
し
て
い
る
系
図
等
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
）
18
（

。
そ
の
示
す
と
お
り
、【
表
1
】

一
「
桓
武
平
氏
諸
流
系
図
」（
以
下
「
桓
武
系
図
）
19
（

」）
は
忠
道
（
忠
通
）
か
ら
「
号
三

浦
」
と
し
）
20
（

、【
表
1
】
三
「
三
浦
和
田
氏
系
図
」（
以
下
「
三
浦
系
図
）
21
（

」）
は
義
明
を

起
点
と
し
て
書
き
始
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
点
は
中
世
に
原
形
が
つ
く
ら
れ
た
系
図

で
あ
る
が
、近
世
以
降
に
つ
く
ら
れ
た
【
表
1
】
六
「
中
条
家
由
緒
書
」（
以
下
「
由

緒
書
）
22
（

」）で
も
、
義
明
が
源
頼
朝
に
与
力
し
た
こ
と
か
ら
書
き
始
め
て
お
り
、【
表
1
】

一
〇
「
中
条
越
前
守
藤
資
伝
記
」（
以
下
「
藤
資
伝
記
）
23
（

」）
も
為
道
（
通
）
を
「
三
浦
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之
祖
」
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
近
世
に
お
い
て
も
中
条
氏
の
系
譜
に
お
い
て

起
点
と
な
る
人
物
の
認
識
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
引
き
継
が
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、【
表
1
】
の
う
ち
に
は
、
一
七
世
紀
前
後
を
起
点
と
し
て
、
あ
る
程
度
目

的
を
設
定
し
て
記
し
て
い
る
も
の
も
複
数
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
【
表
1
】
七
「
中

条
庶
子
譜
」（
以
下
「
庶
子
譜
）
24
（

」）
は
戦
国
末
期
の
中
条
藤
資
以
降
の
庶
子
を
書
き
上

げ
て
お
り
、【
表
1
】
八
「
中
条
中
興
記
」（
以
下
「
中
興
記
）
25
（

」）、【
表
1
】
九
「
盛

直
公
以
来
勤
書
」（
以
下
「
勤
書
）
26
（

」）
は
さ
ら
に
く
だ
っ
た
中
条
景
泰
、
盛
直
を
起
点

と
し
て
、
近
世
中
条
氏
の
動
向
を
記
す
。
さ
ら
に
【
表
1
】
一
一
「
中
条
氏
家
譜
略

記
」（
以
下
「
家
譜
略
記
）
27
（

」） 

も
藤
資
期
か
ら
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
中
条
氏
で
は
近
世
以
降
に
戦
国
末
期
〜
近
世
初
頭
を
意
識
し
た
系
譜

も
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
米
沢
藩
中
条
氏
に
と
っ
て
大
き
な

意
味
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時

期
の
系
譜
認
識
に
変
遷
が
み
ら
れ
る
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
（
二
）　
「
中
条
家
由
緒
書
」に
み
る
中
条
氏
の
系
譜

前
節
で
は
、
中
条
氏
に
伝
来
し
た
、
同
氏
に
関
わ
る
系
図
・
由
緒
書
等
に
お
い
て

は
、
戦
国
末
期
〜
近
世
初
頭
頃
を
意
識
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

な
お
、【
表
1
】
の
う
ち
、
藤
資
以
降
数
代
の
時
期
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る

の
は
「
桓
武
系
図
」、「
中
条
氏
系
図
」、「
由
緒
書
」、「
庶
子
譜
」、「
中
興
記
」、「
藤

資
伝
記
」、「
家
譜
略
記
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
桓
武
系
図
」
は
後
述
す
る
よ
う
に

一
七
世
紀
後
半
頃
に
書
継
が
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、「
由
緒
書
」・「
中
興
記
」

は
、
一
七
世
紀
中
葉
〜
一
八
世
紀
前
半
頃
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
に
お

い
て
は
、
こ
の
時
期
に
作
成
・
書
継
の
な
さ
れ
た
系
図
・
由
緒
書
等
か
ら
、
系
譜
認

識
の
変
遷
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
本
節
で
は
、そ
の
う
ち
の
「
由
緒
書
」

を
題
材
と
し
て
、
一
七
世
紀
中
葉
に
お
け
る
中
条
氏
の
系
譜
認
識
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。
ま
ず
【
資
料
1
】
を
み
て
み
よ
う
。

　
　

「中条家文書」番号 書 名 成立時期 起点とする人物 系譜終了時期の人物

1 204 桓武平氏諸流系図 13 世紀後半 桓武天皇 清資（明治）

2 201 和田氏系図 （室町前期カ） （時茂カ） 茂明

3 200 三浦和田氏系図 （室町中期カ） 義明 助義（茂継の子）

4 203 中条・羽黒氏系図 （室町後期カ） 重茂 藤資

5 202 中条氏系図 （年月日未詳） 桓武天皇 明資（幕末）

6 209 中条家由緒書 17 世紀中葉 三浦義明 （寛永廿年）

7 （五） 中条庶子譜　 （年月日未詳） 中条藤資 逵資（至資の子）

8 （二） 中条中興記 18 世紀前半 中条景泰 中条親資

9 （三） 盛直公御以来勤書 （年月日未詳） 中条盛直 至資（文化年間頃）

10 （六） 中条越前守藤資伝記 （年月日未詳） 三浦為道 慶応元年（明資）

11 （四） 中条氏家譜略記 （年月日未詳） 三浦為通 清資（明治）

【表１】　中条氏伝来の系図・由緒書等（山形大学小白川図書館所蔵「中条家文書」所収）について
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【
資
料
1
）
28
（

】

乍
恐
綴
愚
書
留
後
記
子
細
者
、
三
浦
大
介
義
明
、
治
承
四
年
八
月
廿
七
日
頼
朝

与
力
之
上
、
三
浦
笠
城
ノ
城
ニ
於
テ
逝
去
、
後
代
々
依
為
忠
節
ノ
侍
、
綸
旨
・
院
宣
・

令
旨
・
御
教
書
・
奉
書
、
私
者
譲
状
于
今
所
所
持
也
、
雖
然
義
明
十
三
代
之
孫

前
土
佐
守
房
資
入
道
秀
叟
、
享
徳
三
年
ニ
一
通
之
記
録
ヲ
被
記
留
、
後
者
天
下

之
兵
乱
打
続
上
歟
、
亦
者
家
之
不
肖
ヲ
恥
テ
不
為
之
歟
、
兵
衛
三
郎
弾
正
左
衛

門
朝
資
ヨ
リ
東
市
正
盛
直
迄
六
代
之
間
、
年
月
者
有
頗
以
纔
也
、
故
ニ
家
老
之
物

語
、
伝
ヘ
来
ル
証
文
引
合
テ
記
之
（
ａ
）畢

、

一
房
資
四
代
之
孫
、
越
前
守
藤
資
入
道
梅
波
迄
者
、
越
後
国
揚
河
北
八
人
之

侍
大
将
也
、
其
比
国
主
為
景
之
子
息
晴
景
、
二
男
景
虎
也ト
モ
ニ信

州
高
梨
正
頼

之
甥
也
、
梅
波
者
正
頼
之
聟
也（ｂ
）、
然
ニ
晴
景
公
国
之
成
敗
油
断
ニ
見
ヘ
シ
折
節
、

景
虎
へ
蜜
談
シ
之
ヲ
、
忽
春
日
山
之
城
郭
ヘ
押
移
テ
、
先
揚
河
北
八
人
衆
勤
ト
ム

在
府
、
従
是
景
虎
威
光
重
ク
成
而
国
人
悉
ク
春
日
山
ニ
在
符
ス
、
剰
ヘ
信
州
半
国
・

上
野
・
下
野
帰
服
而
後
者
、
上
杉
輝
虎
ト
号
シ
テ
関
八
州
属
ス
此
手
ニ
、
其
威
光

漸
可
ク
覆
四
ノ
海
ニ
之
処
、
信
州
村
上
義
清
ニ
被
頼
給
イ
、
甲
州
武
田
信
玄
公
ト

有
ル
合
戦
事
及
フ
数
年
ニ
、
此
隙
ニ
織
田
信
長
武
勇
ニ
ツ
ノ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
信

玄
モ
謙
信
モ
御
他
界
有
テ
、　

左
贈

大
臣
信
長
公
天
下
ヲ
治
玉
フ
、
謂
レ
ハ
甲
陽

軍
鑑
・
信
長
記
ニ
明
カ
也

一
越
前
守
景
資
法
名
月
宗
者
、
天
正
十（
マ
マ
）九
年
越
中
国
魚
津
与
云
所
ニ
籠
城
シ（ｃ
）、

上
方
勢
ヲ
防
ク
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
信
長
之
侍
大
将
佐
左
内
蔵
助
・
徳
山
五
兵
衛

四
万
五
千
余
騎
ニ
テ
城
ヲ
囲
ム
処
ニ
、
城
中
三
千
、
不
足
之
勢
ニ
テ
数
月
相
戦
ト
云

ヘ
ト
モ
、
城
内
粮
乏
シ
テ
其
身
切
腹
、
相
随
フ
所
之
侍
十
余
人
、
眷
属
・
僕
従
ニ

至
ル
迄
一
人
も
不
残
六
月
三
日
辰
刻
ニ
討
果
畢（ｄ
）、

此
忠
戦
家
ニ
留
テ
景
資
子
息

市
黒
丸
四
歳
、
其
子
市
兵
衛
丸
五
歳
、
今
之
朝
資
十
二
才
ニ
テ
親
ニ
ヲ
ク
レ
（
ｅ
）、

誠
ニ
不
肖
至
極
ナ
レ
ハ
、　

上
杉
黄
門
公
今
之
霜
臺
様
代
、
今
如
一
子
加
憐

給
、
此
御
情
子
孫
相
続
而
不
可
存
疎
略
事

一
和
田
之
子
孫
閑
程
迄
衰
極
之
上
、
何
哉
世
ニ
有
顔
ニ
房
資
之
御
真
似
ヲ
仕
、
記

録
ヲ
調
置
事
、
他
見
之
嘲
、
雖
似
招
之
、
市
黒
丸
四
歳
之
年
、
親
類
眷
属
皆

相
果
而
後
、
新
保
主
計
之
子
孫
源
右
衛
門
資
種
与
云
者
生
残
、
中
条
与
二
三

盛
ヲ
守
立
畢
、
其
聟
西
平
左
衛
門
茂
種
相
続
而
幼
少
之
主
君
ヲ
仰
ク
、
茂
種
長

子
三
代
之
主
君
ニ
仕
ヘ
、
秀
吉
公
之
御
代
ニ
越
国
会
津
国
換
之
時
、
出
羽
国
下

長
井
ヨ
リ
同
最
上
へ
勢
遣
之
、
纔
三
盛
三
十
六
騎
ニ
成
給
フ
サ
ヘ
無
念
ニ
思
処
ニ
、

寛
永
廿
年
五
月
十
六
日
、
会
津
へ
御
勢
遣
之
時
、
号
半
役
弐
百
五
十
騎
被
遣

之
時
、
主
従
三
騎
ニ
テ
向
候
、
餘
口
惜
存
儘
、
子
細
ヲ
書
留
申
候
者
也
（
ｆ
）

　
【
資
料
1
】
は
「
由
緒
書
」
の
全
文
で
あ
る
。
本
資
料
は
、
一
二
世
紀
の
三
浦
義

明
以
来
、
代
々
の
活
動
が
う
か
が
わ
れ
る
古
文
書
等
を
持
ち
な
が
ら
、「
中
条
房
資

記
録
）
29
（

」 

以
来
由
緒
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
房
資
の
四
代
孫
に
あ
た

る
藤
資
以
降
の
事
績
に
つ
い
て
「
家
老
之
物
語
」
や
「
伝
ヘ
来
ル
証
文
」
を
引
き
合

わ
せ
（
傍
線
部
a
）、
お
よ
そ
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）
頃
ま
で
の
事
績
を
記
し

た
も
の
で
あ
る
）
30
（

。
本
資
料
の
作
成
者
は
、
傍
線
部
e
に
「
今
之
朝
資
」
と
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
当
主
の
中
条
知
資
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
そ
の
作
成
契
機
に
つ
い
て
は
、
傍
線
部
f
か
ら
、

寛
永
二
〇
年
時
点
に
お
け
る
中
条
氏
の
衰
退
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
作

成
年
次
も
こ
こ
か
ら
大
き
く
下
る
こ
と
は
な
い
と
み
ら
れ
る
）
31
（

。

さ
て
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
中
条
氏
の
系
譜
を
確
認
し
て
み
る
と
、
藤
資
―
景
資
―

市
黒
丸
（
一
黒
丸
、
三
盛
）
―
市
兵
衛
丸
（
盛
直
）
32
（

）
―
朝
資
（
知
資
）
と
な
る
。
後

世
に
作
成
さ
れ
た
「
藤
資
伝
記
」
等
で
は
、
そ
の
時
期
の
系
譜
は
藤
資
―
景
資
―
景

泰
―
三
盛
―
盛
直
―
知
資
と
な
っ
て
お
り
、
景
資
と
三
盛
の
間
に
は
景
泰
が
い
た
と

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
景
泰
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
）
33
（

。

そ
こ
で
、「
藤
資
伝
記
」
等
で
景
泰
期
（
天
正
二
（
一
五
七
四
）
〜
一
〇
年
頃
）

と
す
る
時
期
の
事
績
に
つ
い
て
本
資
料
が
ど
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
か
を
確
認
し
た

い
。
傍
線
部
c
、
d
で
は
景
資
の
事
績
と
し
て
「
天
正
十（
マ
マ
）九

年
越
中
国
魚
津
与
云
所

ニ
籠
城
シ
」と
あ
り
、越
中
魚
津
城
で
景
資
が
討
ち
果
て
た
と
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、

傍
線
部
e
で
は
こ
の
と
き
子
息
市
黒
丸
は
四
歳
で
あ
っ
た
と
も
さ
れ
て
い
る
。
し
か
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し
、
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
に
越
中
魚
津
城
で
自
刃
す
る
市
黒
丸
の
父
は
景
泰

で
あ
る
）
34
（

。
し
た
が
っ
て
こ
の
記
述
は
、
作
成
者
が
魚
津
城
籠
城
と
い
う
歴
史
上
の
事

件
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
時
期
や
人
物
の
名
前
ま
で
は
曖
昧
で

あ
り
、
ま
た
景
泰
と
い
う
人
物
の
名
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
景
資
の
事

績
と
し
て
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
傍
線
部
b
を
み
て
み
る
と
、（
藤
資
入
道
）
梅
波
は
高
梨
政
頼
の

聟
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
藤
資
伝
記
」
で
は
「
景
資
カ
室

ハ
謙
信
公
ノ
御
養
女
高
梨
刑
部
少
輔
政
頼
カ
娘
ナ
リ
」と
し
、「
家
譜
略
記
」で
は「
景

資
（
中
略
）
永
禄
元
年
戊
午　

輝
虎
公
御
養
女
結
婚
実
高
梨
刑
部
少
輔
政
頼
女
也
」

と
す
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
後
の
記
録
で
は
高
梨
政
頼
の
娘
の
聟
と
な
っ
た
の
は
景
資

で
あ
っ
た
と
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
近
世
の
中
条
氏
が

藤
資
・
景
資
期
に
か
か
る
事
績
に
つ
い
て
も
明
確
に
引
き
継
げ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

さ
て
、
以
上
の
後
世
の
記
録
等
に
み
ら
れ
る
齟
齬
か
ら
、
中
条
氏
が
「
由
緒
書
」

作
成
の
時
点
で
、
戦
国
期
〜
近
世
初
頭
に
お
け
る
同
氏
の
当
主
を
「
藤
資
伝
記
」
等

よ
り
一
人
少
な
く
理
解
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
当
主
自
身
の
事
績
に
対
す
る
理

解
も
明
瞭
で
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。
そ
し
て
こ
の
記
述
は
、
そ

れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
事
績
に
つ
い
て
、
そ
の
時
点
で
推
測
さ
れ
た
当
主
の
も
の

と
し
て
あ
て
は
め
た
結
果
と
み
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
本
資
料
作
成
時
期
に
お
い
て
、
中
条
氏
で
は
藤
資
期
以
降
数
代

の
同
氏
当
主
に
対
し
て
、
そ
の
認
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
た
。

　
（
三
）　
「
中
条
中
興
記
」に
み
る
中
条
景
資
・
中
条
景
泰

前
節
で
は
、
一
七
世
紀
中
葉
の
中
条
氏
は
戦
国
末
期
の
当
主
藤
資
以
降
数
代
の
系

譜
と
同
氏
の
歴
史
に
対
す
る
認
識
が
曖
昧
で
あ
り
、
と
く
に
天
正
期
の
当
主
で
あ
る

中
条
景
泰
の
名
を
認
識
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。そ
こ
で
本
節
で
は
、

中
条
景
泰
に
つ
い
て
記
す
「
中
興
記
」
を
も
と
に
、
一
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
中
条

氏
に
お
け
る
景
泰
に
対
す
る
認
識
を
検
討
し
た
い
。
そ
こ
で
ま
ず
【
資
料
2
】
を
み

て
み
た
い
。

【
資
料
2
）
35
（

】 

中
条
家
曩
祖
ノ
功
業
事
実
載ノ
セ
テ
在
リ
于
系
譜
代
ノ々
文
書
ニ
、
與
就
中
先
考
知
資

公
蒙
リ
執
事
職
ヲ
致
シ
忠
勤
ヲ
施
ス
令
名
ヲ
者
維コ
レ

夥
シ
焉
、
為
リ
吾
家
ノ
中
興
也
、
與

於
是
ニ
従
リ　

景
泰
公
到
テ
知
資
公
ニ
撮
リ
其
大
略
ヲ
以
記
ス
之
ヲ
、
子
々
孫
々
知
リ
テ

其
ノ
功
業
而
欲
ス
使シメ

ン
ト芳
声
ヲ
伝
ヘ
不フ
キ
ウ朽
ニ
焉
也

平
清
資
謹
識

景
泰　

藤
資
入
道
梅
坡
景
軾
居
士
之
男
実
吉
江
常
陸
介
宗
信
之
子

永
禄
元
年
出
生
、
童
名
沙
弥
法
師
、
天
正
二
年
六
月
依　

謙
信
公
之
命
嫁
于

中
条
越
前
守
藤
資
入
道
梅
坡
之
女
家
督
〈
于
時
十
七
歳
〉
兵
具
騎
馬
人
数
等

可
増
益
之
旨
賜　

御
朱
印
同
八
月
一
日
景
字
并
仮
名
可
改
与
次
旨
賜　

御

書
号
与
次
景
資
後
改
越
前
守
景
泰
、

（
後
略
）

【
資
料
2
】
は
、
中
条
清
資
が
景
泰
以
降
の
代
々
の
事
績
を
記
し
た
「
中
興
記
」

の
う
ち
、
そ
の
序
文
と
、
起
点
の
人
物
と
な
っ
て
い
る
景
泰
の
項
を
抜
き
出
し
た
も

の
で
あ
る
。
清
資
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
島
津
氏
か
ら
中
条
知
資
の
養
子
と

な
っ
て
家
督
を
相
続
し
、こ
れ
を
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
に
子
息
の
親
資
に
譲
っ

た
人
物
で
あ
る
）
36
（

。
こ
の
記
録
で
は
、
景
泰
―
三
盛
―
盛
直
―
知
資
の
系
譜
と
事
績
を

記
し
、
さ
ら
に
「
従
受
知
資
公
之
家
督
以
来
于
郷
于
旅
勤
仕
数
十
年
也
、
聊
又
記
大

略
以
備
後
覧
焉
」
と
記
し
て
自
ら
と
子
息
親
資
の
事
績
を
書
き
続
け
て
い
る
。
そ
の

最
後
は
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
六
月
の
記
述
で
あ
り
、
清
資
は
同
年
七
月
に
没
し

て
い
る
の
で
、
自
ら
の
没
す
る
直
前
ま
で
書
き
続
け
ら
れ
た
記
録
と
い
え
る
。

さ
て
「
中
興
記
」
で
は
、
中
条
氏
代
々
の
事
績
の
う
ち
、
と
く
に
先
代
知
資
が
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
序
文
で
は
知
資
を
中
興
と
位
置
づ
け
た
う
え
で
景
泰
か
ら
知
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資
ま
で
の
記
録
を
記
す
、
と
し
て
い
る
。
前
掲
の
【
資
料
1
】
に
お
い
て
も
う
か
が

わ
れ
る
よ
う
に
、
中
条
氏
は
藤
資
の
没
後
衰
退
状
況
に
あ
り
、
清
資
は
中
興
さ
れ
る

ま
で
の
歴
史
を
辿
る
う
え
で
、
景
泰
を
藤
資
の
次
代
と
解
釈
し
、
こ
こ
を
起
点
と
し

て
記
す
こ
と
に
し
た
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
記
録
の
作
成
に
は
、「
由
緒
書
」

と
同
様
、
戦
国
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
お
け
る
中
条
氏
の
状
況
が
強
く
意
識
さ
れ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、「
中
興
記
」
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た

と
お
り
、
清
資
が
養
子
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
【
資
料
2
】
の
う
ち
、
景
泰
に
関
す
る
注
記
に
着
目
す
る
と
、
景

泰
は
吉
江
宗
信
の
実
子
で
あ
り
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
六
月
に
藤
資
の
娘
と
結

婚
し
て
中
条
氏
の
家
督
を
継
い
だ
、
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
天
正
二
年
八
月
一
日

に
は
景
の
一
字
を
賜
っ
て
与
次
景
資
と
名
乗
り
、
の
ち
に
越
前
守
景
泰
と
改
め
た
と

す
る
（
傍
線
部
）。
す
な
わ
ち
【
資
料
1
】
に
お
い
て
は
景
泰
の
名
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
が
、【
資
料
2
】
で
は
、
景
資
の
改
名
後
の
名
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
ま
た
前
述
し
た
と
お
り
、「
藤
資
伝
記
」
等
で
は
、
景
資
と
景
泰
は

別
人
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
さ
ら
に
認
識
が
変
化
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。

な
お
『
越
佐
史
料
）
37
（

』
等
で
は
、
吉
江
宗
信
の
子
は
吉
江
景
資
で
あ
り
、
そ
の
子
が

景
泰
と
さ
れ
て
い
る
）
38
（

。
こ
れ
ら
実
際
の
系
譜
に
関
す
る
問
題
は
、
こ
れ
と
は
別
に
検

討
が
必
要
と
思
う
。

　
（
四
）　

桓
武
平
氏
諸
流
系
図
の
書
継

前
節
ま
で
に
お
い
て
、
中
条
氏
で
は
、
戦
国
末
期
の
景
資
・
景
泰
と
い
う
当
主
に

つ
い
て
、
一
七
世
紀
中
葉
か
ら
一
八
世
紀
前
半
の
あ
い
だ
に
、
景
泰
を
認
識
し
な
い

状
態
か
ら
、
景
資
が
景
泰
と
改
名
し
た
、
と
い
う
認
識
に
変
化
し
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し
た
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
系
図
の
書
継
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
系
譜
認
識
が
変
化

す
る
時
点
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
こ
で
【
資
料
3
】
を
み
て
み
よ
う
。

【
資
料
3
）
39
（

】 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
和
八
年
十
月
廿一日
出
生
、 

後
改
修
理
、周
防
、寛
文
六
八
月

寛
永
十
家
督
、正
保
三
侍 

三
日
出
生
、為
知
資
猶
子
、実
嶋

越
前
守 

大
将
、明
暦
元
執
権
職
、 

津
通
忠
二
男
、延
宝
八
七
月
晦
日
家　
　

知
資    

延
宝
八
七
月
隠
居
、元
禄 

督
、貞
享
二
十
二
月
晦
日
侍
大
将
、元
禄

七
年
六
月
十
八
日
卒
、行
年 

十
一年
十
一月
十
八
日
執
権
職
、勤
公
三
十

七
十
三
歳
、号
信
楽
院 

年
、享
保
十
二
年
七
月
十
一日
隠
居
、

元
文
元
年
丙
辰
七
月
廿
日
卒
、行
年
七
十一歳
、

不
退
院

【
資
料
3
】
は
「
桓
武
系
図
」
の
う
ち
、
藤
資
か
ら
正
資
ま
で
の
代
に
関
す
る
当

主
の
部
分
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
井
原
今
朝
男
氏
は
、
こ
の
系
図
は
お
よ
そ

三
部
に
わ
か
れ
る
と
し
て
、
第
一
紙
か
ら
第
二
四
紙
ま
で
の
第
一
部
、
第
二
五
紙
か

ら
第
三
五
紙
ま
で
の
第
二
部
、
第
三
六
紙
と
第
三
七
紙
か
ら
な
る
第
三
部
の
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
、
鎌
倉
時
代
末
〜
一
四
世
紀
、
室
町
〜
戦
国
期
、
江
戸
前
半
〜
明
治
の

時
期
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
を
継
い
だ
も
の
と
指
摘
し
、と
く
に
第
二
部
に
つ
い
て
は
、

前
半
と
後
半
に
わ
か
れ
、
後
半
部
分
（
中
条
藤
資
〜
正
資
）
は
近
世
初
期
に
そ
の
余

白
に
書
き
加
え
た
も
の
と
す
る
）
40
（

。
す
な
わ
ち【
資
料
3
】は
、上
記
の
区
分
に
従
え
ば
、

「
桓
武
系
図
」
の
う
ち
第
二
部
の
後
半
に
あ
た
る
。
な
お
『
中
条
町
史
』
で
は
、
そ

の
第
二
部
の
後
半
部
分
の
う
ち
、
知
資
お
よ
び
正
資
の
注
記
等
に
関
し
て
は
さ
ら
に

異
筆
と
す
る
）
41
（

。

【
資
料
3
】
で
は
、
ま
ず
藤
資
の
次
に
「
梅
波
」
と
い
う
人
物
へ
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
景
資
の
次
に
景
泰
で
は
な
く
、
三
盛
へ
と
系
譜
が
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。「
梅
波
」
に
つ
い
て
は
、
中
条
氏
関
連
文
書
中
に
こ
の
名
を

　

弾
正
左
衛
門　
　

前
越
前
守　
　

越
前
守　
　
　

与
次　
　
　

東
市
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
景
泰
（
ａ
）

　

藤
資　
　
　
　
　

梅
波　
　
　
　

景
資           

三
盛　
　
　

盛
直　
　
　
　
　

　
　

法
名
徳
岸（ｂ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
名
月
宗　
　

法
名
浄
庵　
　

法
名
圭
庵

兵
四
郎

正
資
（
ｃ
）

後
改
清
資
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確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
藤
資
伝
記
」、「
家
譜
略
記
」
等
で
は
こ
れ
を
藤

資
出
家
後
の
法
名
と
す
る
）
42
（

。
し
か
し
【
資
料
3
】
で
は
、藤
資
と
梅
波
を
別
人
と
し
、

さ
ら
に
傍
線
部
ｂ
に
お
い
て
は
藤
資
の
法
名
を
徳
岸
と
す
る
。「
家
譜
略
記
」等
で
は
、

藤
資
の
先
代
に
あ
た
る
定
資
の
法
名
を
徳
岸
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
後
世

の
認
識
と
は
法
名
と
実
名
の
関
係
が
一
代
ず
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
違

い
に
も
注
意
が
必
要
と
思
う
。

ま
た
【
資
料
3
】
で
は
「
景
泰
」
の
名
は
系
譜
上
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
景
資
に

関
す
る
注
記
と
し
て
、
異
筆
で
「
改
景
泰
」
と
あ
る
（
傍
線
部
a
）。
た
だ
し
、
こ

れ
は
書
継
後
に
追
筆
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
、
当
初
の
書
継
に
お
い
て
は
「
景

泰
」
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
43
（

。
し
た
が
っ
て
、【
資
料
3
】
は
【
資

料
1
】
と
同
じ
く
、
景
泰
の
名
を
認
識
し
て
お
ら
ず
、
の
ち
に
【
資
料
2
】
と
同
じ

く
、
景
資
が
景
泰
と
改
名
し
た
と
理
解
し
て
追
筆
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
み
ら

れ
る
。

そ
こ
で
、【
資
料
3
】
の
書
継
時
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

ま
ず
【
資
料
3
】
傍
線
部
ｃ
で
は
、「
正
資
」
と
い
う
名
前
を
確
認
で
き
る
。
こ

の
名
は
【
資
料
2
】
の
作
成
者
で
あ
る
中
条
清
資
が
名
乗
り
を
あ
ら
た
め
る
前
の
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
脇
に
は
「
後
改
清
資
」
の
注
記
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
事

績
の
注
記
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
後
世
の
追
筆
と
み
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
当
初
の
書
継
は
清
資
が
「
正
資
」
と
名
乗
っ
て
い
た
時
期
に
清
資
あ
る
い
は
そ

の
周
辺
で
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
44
（

。
清
資
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
中

条
氏
の
養
子
と
な
っ
た
時
点
か
ら
兵
四
郎
正
資
と
名
乗
っ
て
お
り
、
清
資
と
改
名
す

る
の
は
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
は

修
理
と
な
っ
て
い
る
）
45
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
継
は
延
宝
八
年
〜
元
禄
六
年
の
こ
と

と
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
【
資
料
3
】
の
う
ち
、
追
筆
を
除
く
部
分
は
、【
資

料
1
】
と
【
資
料
2
】
の
間
の
時
期
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
そ
し

て
、
中
条
氏
が
あ
ら
た
め
て
景
泰
の
名
を
認
識
し
た
の
は
、
少
な
く
と
も
延
宝
八
年

以
降
〜
【
資
料
2
】
が
作
成
さ
れ
る
元
文
元
年
以
前
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、【
資
料
3
】
で
は
景
資
の
法
名
と
し
て
「
月
宗
」
と
あ
る
が
、「
家
譜
略
記
」

で
は
、景
資
は
「
極
楽
寺
殿
中
興
開
基
宗
蓮
社
英
誉
月
秋
明
心
大
居
士
」、景
泰
が
「
景

泰
院
殿
月
叟
黙
心
大
居
士
」と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
法
名
に
つ
い
て
は
、

さ
き
の
「
梅
波
」
も
含
め
て
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

以
上
本
章
で
は
、
中
条
氏
に
伝
来
し
た
系
図
・
由
緒
書
等
を
題
材
と
し
て
、
中
条

氏
が
延
宝
八
年
〜
元
文
元
年
の
間
に
天
正
期
の
当
主
で
あ
っ
た
景
泰
の
名
を
認
識

し
、こ
れ
を
景
資
の
改
名
後
の
名
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、

詳
細
に
検
討
は
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
後
に
作
ら
れ
た
系
図
・
由
緒
書
等
で
は
、
さ

ら
に
認
識
は
か
わ
り
、
景
資
と
景
泰
を
別
人
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
述

べ
た
）
46
（

。
す
な
わ
ち
、
そ
の
認
識
の
変
化
は
段
階
的
に
お
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
こ
と
は
、
一
七
世
紀
中
葉
以
降
の
中
条
氏
が
、
戦
国
期
の
当
主
に
対
し
て
高
い

関
心
を
も
ち
続
け
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
い
え
よ
う
）
47
（

。

❷
中
条
氏
に
お
け
る
伝
来
文
書
の
整
理

前
章
で
は
、
中
条
氏
は
戦
国
末
期
の
当
主
に
対
す
る
認
識
を
一
七
世
紀
中
葉
〜

一
八
世
紀
前
半
の
間
に
変
化
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
こ
で
は
、
一
七
世

紀
中
葉
の
段
階
で
す
で
に
中
条
景
泰
の
名
が
認
識
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
点
、
そ
し

て
そ
の
後
に
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
た
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
【
資
料
1
】
で
み
た
よ
う
に
、
中
条
知
資
は
「
由
緒
書
」
作
成
の
た
め

に
、「
家
老
之
物
語
」「
伝
へ
来
ル
証
文
」
等
を
検
討
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
以

後
の
系
図
等
作
成
に
お
い
て
そ
の
記
述
が
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
氏
の

系
譜
に
関
し
て
伝
来
文
書
の
整
理
・
調
査
等
が
そ
の
後
も
継
続
的
に
行
わ
れ
た
結
果

と
し
て
認
識
が
あ
ら
た
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本

章
に
お
い
て
は
、
近
世
に
お
け
る
中
条
氏
の
文
書
整
理
と
系
図
・
由
緒
等
作
成
の
関

連
に
つ
い
て
の
検
討
か
ら
、
一
七
世
紀
中
葉
頃
に
お
い
て
中
条
景
泰
が
認
識
さ
れ
な

く
な
っ
て
い
た
事
情
お
よ
び
認
識
の
変
化
が
お
き
た
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
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し
た
い
。

　（
一
）　
中
条
氏
の
文
書
整
理
と「
中
条
家
文
書
目
録
」

本
節
で
は
、近
世
中
条
氏
に
お
け
る
中
条
景
泰
に
対
す
る
認
識
の
変
化
に
つ
い
て
、

中
条
氏
の
文
書
整
理
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
同
氏
に
お
け
る
文
書

整
理
の
方
針
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。「
中
条
家
文
書
」
の
う
ち
に
は
、
あ
わ
せ
て

一
二
四
件
二
二
九
通
の
文
書
を
書
き
上
げ
た
文
書
目
録
（
以
下
「
目
録
」）
が
伝
来

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
記
述
を
中
心
に
し
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
「
目
録
」

を
確
認
し
よ
う
。

【
資
料
4
）
48
（

】

　
　
宗
実
代

一
　
鎌
倉
執
事
御
下
文

　
　
　
　
　
　
二
通

　
建
久
三
年
十
月
廿
一
日
ノ
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
越
後
国
相
模
国
二
ヶ
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
領
之
御
下
文

　
　
重
茂

一
　
鎌
倉
執
事
遠
江
守
御
下
文

　
　
　
一
通

　
元
久
二
年
二
月
廿
一
日
ノ
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
相
模
国
所
領
御
下
文

一
　
譲
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
通

　
元
久
二
年
十
月
廿
日
但

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仮
名
書

　
　（
中
略
）

　
　
三
盛

一
　
景
勝
様
よ
り
継
目
被
下
置
御
書
出  

一
通

　
天
正
十
年
十
二
月
二
日
之
御
日
付

一
　
同
年
頭
之
御
書

　
此
内
一
通
御
直
筆 

四
通

      

盛
直

一
　
景
勝
様
御
年
頭
之
御
書

　
　
　
　
弐
通

一
　
定
勝
様
御
書  

此
内
壱
通
御
直
筆 

八
通

一
　
同
官
途
之
御
書
出

　
　
　
　
　
　
壱
通

　
　
知
資

一
　
定
勝
様
御
書

　
　
　
　
　
　
　
　
四
通

一
　
綱
勝
様
御
書

　
此
内
四
通
ハ
御
黒
印 

十
三
通

一
　
同
御
用
之
御
書

　
　
　
　
　
　
　「
四
（
貼
紙
）」
通

一
　
生
善
院
様
御
ふ
ミ

　
　
　
　
　
　
壱
通

【
資
料
4
】
は
「
目
録
」
の
先
頭
と
末
尾
の
数
行
を
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
た
も
の

で
あ
る
。「
生
善
院
様
御
ふ
ミ
」の
年
代
が
判
明
し
な
い
た
め
に
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

「
目
録
」
に
は
建
久
年
間
か
ら
お
よ
そ
一
七
世
紀
後
半
ま
で
の
文
書
が
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
）
49
（

。

ま
た
、
こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
文
書
は
、
平
宗
実
（
鎌
倉
時
代
初
頭
）
か
ら
中
条
知

資
（
江
戸
時
代
前
期
）
に
い
た
る
ま
で
の
中
条
氏
代
々
の
当
主
ご
と
に
整
理
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、【
資
料
4
】
か
ら
も
あ
る
程
度
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
前

半
、
と
く
に
鎌
倉
〜
室
町
期
頃
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
一
通
ず
つ
年
代
表
記
・
注
記

も
詳
細
に
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
後
半
に
は
複
数
の
文
書
を
ま
と
め
て
書

き
上
げ
る
方
式
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
と
く
に
最
後
の
二
代
（
盛
直
お
よ
び
知

資
）
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
「
○
○
様
御
書

　
○
通
」
と
い
っ
た
よ
う
な
書
き
方
と

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
年
代
表
記
お
よ
び
注
記
も
み
ら
れ
な
い
。
な
お
最
後
の
二

代
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
料
紙
も
筆
跡
も
そ
れ
以
前
と
異
な
っ
て
お
り
、
後
に
紙
を

継
い
で
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
）
50
（

。

そ
こ
で
、「
目
録
」
の
作
成
時
期
な
ら
び
に
作
成
者
、
ま
た
作
成
意
図
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。
ま
ず
作
成
時
期
と
作
成
者
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
中
条
氏
伝
来
文

書
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
も
、
そ
こ
に
は
中
条
氏
の
当
主
が

関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
い
っ
た
ん
三
盛
期
ま
で
の
文

書
が
書
き
上
げ
ら
れ
、
そ
の
後
盛
直
・
知
資
の
文
書
が
追
加
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
す
る
と
、
当
初
の
作
成
者
と
し
て
は
、
お
お
む
ね
盛
直
・
知
資
あ
る
い
は
そ
の
周

辺
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
上
杉
氏
に
よ
る
文
書
整
理
が
寛
永
期
以
降
に
行
わ
れ
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て
い
る
こ
と
、
上
杉
氏
家
中
の
文
書
整
理
は
主
家
の
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と

い
う
井
上
氏
の
指
摘
等
も
踏
ま
え
て
鑑
み
る
と
、「
目
録
」
は
む
し
ろ
知
資
が
当
主

で
あ
っ
た
時
期
、
知
資
ま
た
は
そ
の
周
辺
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
）
51
（

。
ま
た
追
筆
も
含
め
た
全
体
は
一
七
世
紀
後
半
頃
と
い
え

よ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
米
沢
藩
主
上
杉
氏
へ
の
文
書
差

上
に
関
す
る
資
料
と
の
比
較
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

【
資
料
5
）
52
（

】

　
　
　
　

目
録

　

①
一　

長
尾
為
景
公
よ
り
知
行
御
書
出
御
副
状　
　
　
　
　
　
　

壱
通

　

②
一　

右
御
同
人
様
よ
り
越
前
藤
資
へ
御
誓
詞　
　
　
　
　
　
　

壱
通

　

③
一　

謙
信
公
よ
り
右
同
人
江
御
誓
詞
但
御
血
判　
　
　
　
　
　

壱
通

　

④
一　

右
御
同
人
様
よ
り
右
同
人
江
御
感
之
御
書　
　
　
　
　
　

弐
通

　

⑤
一　

右
御
同
人
様
よ
り
与
次
景
資
江
軍
役
被
仰
付
御
朱
印　
　

壱
通

　

⑥
一　

右
御
同
人
様
よ
り
右
同
人
江
御
字
并
仮
名
被
下
置
御
書　

壱
通

　

⑦
一　

右
御
同
人
様
よ
り
右
同
人
両
親
江
被
下
置
御
直
書
之
由
ニ
而

　
　
　
　

か
な
書
之
御
書　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
通

　

⑧
一　

景
勝
公
よ
り
右
同
人
江
被
下
置
御
知
行
之
御
書
出　

　
　

壱
通

　

⑨
一　

右
御
同
人
様
よ
り
与
次
三
盛
へ
継
目
之
節
御
書
出　

　
　

壱
通

　
　
　
　
　
　

〆
拾
通

　
　
　
　

元
禄
四
年
九
月
廿
八
日　

　
　
　
　
　
　
　

中
条
兵
四
郎

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）、
米
沢
藩
で
は
家
中
に
文
書
を
提
出
さ
せ
、
こ
れ
を
も

と
に
「
米
沢
藩
御
書
集
」
を
作
成
し
て
い
る
）
53
（

。【
資
料
5
】
は
、
こ
の
と
き
の
文
書

差
上
に
あ
た
っ
て
中
条
兵
四
郎
（
正
資
、の
ち
の
清
資
）
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
九
件
一
〇
点
の
文
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
⑥
、
⑧
の
二
点
に
つ
い

て
は
「
米
沢
藩
御
書
集
」
に
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
原
本
の
伝
来
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
）
54
（

。
し
か
し
、
こ
の
一
〇
点
は
す
べ
て
「
目
録
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
）
55
（

。
そ
こ
か

ら
考
え
れ
ば
、
中
条
氏
は
「
目
録
」
作
成
の
後
、
上
杉
氏
へ
文
書
差
上
を
行
い
（
こ

の
と
き
に
【
資
料
5
】
を
作
成
）、
そ
の
後
に
二
通
が
失
わ
れ
た
、
と
い
う
経
過
が

想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
目
録
」
の
当
初
の
作
成
時
期
が
【
資
料
5
】
以
前

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
と
い
え
よ
う
。

次
に
「
目
録
」
の
作
成
意
図
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
【
表
2
】
に
お
い
て
、

「
目
録
」
と
現
在
伝
来
し
て
い
る
中
条
氏
関
連
文
書
と
の
同
定
を
試
み
、ま
た
【
表
3
】

に
お
い
て
、「
目
録
」
に
記
載
は
な
い
も
の
の
、「
中
条
家
文
書
」
と
し
て
確
認
さ
れ

る
文
書
八
四
点
を
一
覧
化
し
た
）
56
（

。
そ
こ
で
、こ
れ
を
も
と
に
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
【
表
2
】
に
よ
っ
て
「
目
録
」
全
体
を
確
認
す
る
と
、
こ
の
な
か
に
中
条
氏

当
主
の
発
給
文
書
が
複
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
）
57
（

。
中
条
氏
は
他
氏

に
伝
来
し
た
文
書
を
多
数
所
蔵
し
て
い
た
が
）
58
（

、
こ
れ
ら
の
一
部
も
こ
こ
に
記
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、「
目
録
」
は
中
条
氏
に
も
と
も
と
伝
来
し
て
い
た
文
書
の
み
を
書
き

上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た「
目
録
」

で
は
、
景
資
の
項
以
降
に
つ
い
て
は
、
上
杉
氏
あ
る
い
は
そ
の
一
族
か
ら
の
「
御
書
」

等
以
外
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
）
59
（

。
し
た
が
っ
て
、「
目
録
」
の
う
ち
、
景
資
の
項
以

降
に
つ
い
て
は
、
伝
来
文
書
の
整
理
と
い
う
よ
り
、
代
々
の
当
主
と
上
杉
氏
（
藩
主
）

と
の
関
わ
り
を
示
す
べ
く
行
わ
れ
た
作
業
の
結
果
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

次
に
【
表
3
】
に
よ
っ
て
「
目
録
」
に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
文
書
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
い
。【
表
3
】
一
〜
五
五
を
み
て
み
る
と
、
そ
の
多
く
が
高
野
氏
、

加
地
氏
、
大
見
水
原
氏
、
河
村
氏
、
黒
川
氏
、
羽
黒
氏
等
に
関
連
す
る
文
書
で
あ
り
、

中
条
氏
当
主
の
受
発
給
文
書
は
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
の
文

書
に
は
、
た
と
え
ば
加
地
庄
古
河
条
に
か
か
る
も
の
）
60
（

な
ど
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
は
中

条
氏
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
）
61
（

。
ま

た
大
見
水
原
氏
お
よ
び
羽
黒
氏
の
文
書
も
旧
来
か
ら
の
所
蔵
文
書
と
み
ら
れ
る
）
62
（

。
ま

た
、【
表
3
】
七
一
〜
八
四
の
一
四
点
は
系
図
・
由
緒
書
等
お
よ
び
「
目
録
」
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
た
と
え
ば
【
表
3
】
七
六
の
「
桓
武
系
図
」
は
一
三
世
紀
後
半
こ
ろ
か

ら
中
条
氏
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、【
表
2
】
七
一
「
中
条
房
資
記
録
」
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当主 表 記 点
数 但 書

「
目
録
」

番
号 比定した文書名 宛 所 年 月 日 『新』

山形大学所蔵
番号（それ以
外の場合は所
蔵者）

備 考

宗実代
鎌倉執事御下文 2 建久三年十月廿一日ノ日付但越後国相模国二ヶ国所領之御下文

1-1 鎌倉将軍家（源頼朝）政所下文 建久三年十月廿一日　 1743 1
宗実代 1-2 鎌倉将軍家（源頼朝）政所下文 建久三年十月廿一日　 1744 2
重茂 鎌倉執事遠江守御下文 1 元久二年二月廿一日ノ日付但相模国所領御下文 2 関東下知状 元久二年二月廿二日　 1745 3
重茂 譲状 1 元久二年十月廿日但仮名書 3

時茂 鎌倉執事　陸奥守御下文 1 承久二年十二月十日越後国奥山相模二ヶ所一紙之御下文 4 関東下知状 承久二年十二月十日　 1746 4

時茂 鎌倉執事両人御下文 1 仁治二年五月一日之日付 5 鎌倉将軍家（藤原頼経）政所下文 仁治二年五月一日　 1751 9
時茂 前武蔵守平朝臣判之物 1 仁治元十月十日ノ日付知行之書付 6 関東下知状 仁治元年十月十日　 1749 7
時茂 武蔵守平朝臣判之物 1 寛元二年七月廿一日ノ日付但知行之所領付 7 関東下知状 寛元二年七月廿一日　 1752 10
時茂 右近将監藤原尚成判之物 1 仁治元年九月廿七日ノ日付 8 越後国奥山庄預所藤原尚成和与状 仁治元年九月廿七日　 1748 6

時茂 平氏尼譲状 1 嘉禎四年四月四日ノ日付仮名かき判形有是ハ三郎時茂ノ御母儀か文言ニ子息三郎ト有 9 津村尼譲状 嘉禎四年四月四日　 1747 5

時茂 右同判譲状 1 仁治二年四月十二日但仮名書 10 津村尼譲状 にんち二ねん四月十七日 1750 8

兼茂 沙弥道円判之物 1 時茂法師道円　弘長四年三月十一日　（貼紙）ウラ打分 11 沙弥道円（高井時茂）譲状 弘長四年三月十一日　 1753 11

兼茂 知行配当之帳 1 建治三年四月廿八日但黒川新発田へ配当之日記 12
兼茂 同写 1 （貼紙）ウラ打分 13 三浦和田氏重書案 2341 胎内市役所
兼茂 知行方之日記 1 文永四年十二月日 14 某不作田地注文案 文永四年十二月　日　 1757 13

茂連 鎌倉之執事之状 1 永仁二十二月廿五日和田三郎左衛門殿へと宛所有 15 鎌倉幕府奉行人連署奉書 和田三郎左衛門尉
殿跡 永仁二年十二月廿五日　 1766 25

茂連 相模守武蔵守竪紙書出 1 弘安八年五月五日但知行方之書出シ 16 関東御教書案 肥後民部大夫入道
殿 弘安八年五月五日　 1764

（二） 19-2 「目録」に記載されているのは
19-2 の原本を指すか

茂連 平朝臣譲状 1 弘安六年四月五日 17 大見行定譲状 弘安六年四月五日　 1763 17 同日付の大見行定譲状はもう一
通ある（中条家文書 18、【表３】2）

茂連 茂連より子息八郎茂泰へ譲
状 1 永仁二年六月十二日茂連御判アリ（貼紙）ウラ打分 18 和田茂連譲状 （八郎茂泰） 永仁弐年六月十二日　 1895 23

茂連 道円より三郎義頼江譲状 1 建治三年十一月五日道円御判有リ 19 沙弥道円（高井時茂）譲状 建治三年十一月五日　 1758 14
茂連 同写 1 20 沙弥道円（高井時茂）譲状案 建治三年十一月五日　 － 15
茂連 同写 1 21
茂連 御書目録 1 （貼紙）ウラ打分 22 三浦和田氏文書目録 2342 胎内市役所
茂連 女子瑠璃御前茂連譲状 1 永仁二年六月十二日茂連御判アリ 23 和田茂連譲状 永仁弐年六月十二日　 1755 22

茂連 貞藤御判物 1 但横紙　年号不見和田三郎殿と宛所アリ 24 鎌倉幕府政所執事奉書 和田三郎左衛門尉
殿跡 永仁二年十一月十七日　 1765 24 「年号不見」とあるが、貞藤の花

押があることにより比定
茂連 鎌倉執事御下文 1 但左衛門三郎義頼へ　弘安元五月十八日 25 鎌倉将軍家（惟康親王）政所下文 弘安元年五月十八日　 1754 16

茂明 鎌倉陸奥守相模守より安堵
状 1 正安三年八月廿日 26 関東下知状 正安三年八月廿日　 1896 26

茂明 同写 1 27 関東下知状案 正安三八月廿日　 － 27
茂明 茂明之御判之譲状 1 正和六年正月廿日茂明之御判有 28 和田茂明譲状 正和六年正月廿日　 1771 35

茂明 相模守左京権太夫より役儀
書出 1 嘉元二年十二月廿六日 29 関東下知状 嘉元二年十二月廿六日　 1912 33

茂明 同写 1 30 関東下知状案 嘉元二年十二月廿六日　 － 34
茂明 相模守武蔵守両判知行書出 1 正安四年六月一日 31 関東御教書 和田十郎殿 正安四年六月一日　 1767 29
茂明 源氏女譲状 1 乾元二年三月廿四日 32 源氏女（佐々木加地氏）請文 乾元弐年三月廿四日　 1768 30
茂明 譲状之写 1 （貼紙）正安三年十一月十一日 33 関東下知状案 正安三年十一月十一日　 － 28
茂継 御倫旨 1 建武二年六月廿日中条領ヲ給之文言也 34 後醍醐天皇綸旨 建武二年六月廿日　 1779 44

茂継 同添状 1 建武二年七月十二日但鎌倉執事十人之連判（貼紙）ウラ打分 35 雑訴決断所牒 建武二年七月十二日　 1780 45

【表２】　「目録」に関する比定文書一覧
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茂継 国宣 1 建武元年三月十八日 36 尼浄智申状 元弘三年十二月　日　 1777 43
「建武元年三月十八日」とあるが、
同日付の新田義貞の袖判から比
定

茂継 右馬権頭相模守安堵状 1 正慶二年正月廿八日宛所三浦和田三郎殿と有リ 37 関東御教書 和田三郎殿 正慶ニ年正月廿八日　 1778 42
茂継 二品親王御感之令旨 1 元弘三年正月廿日宛所三浦和田三郎舘江 38 大塔宮 ( 護良親王）令旨　 三浦和田三郎館 元弘三年正月廿日　 1776 41

茂資 新田義貞（貼紙）将軍尊氏
公御書 1 建武五年壬七月十日宛所三浦和田又三郎へと有 39 足利直義軍勢催促状 三浦和田又三郎殿 建武五年閏七月十日　 1762 48

茂資
鎌倉基氏状 3 文和元年之状一ツ文和三年二月六日之状一ツ

40-1 足利尊氏御判御教書 和田土佐守殿 文和元年十二月十七日　 1790 67 「基氏状」とあるが、発給年時か
ら花押の誤読と判断して比定

茂資 40-2 足利基氏御教書 三浦和田土佐守殿 文和三年二月六日　 1791 68
茂資 40-3 足利基氏書状 和田牛法師とのへ 六月十八日 2335 個人
茂資 同宗仙之添状 1 41 宗仙打渡状 永和三年十一月廿二日　 1804 87
茂資 上杉安房守憲顕御判 1 貞和三年十月十三日 42 上杉憲顕請文 貞和三年十月十三日 2332 個人

茂資 細川頼春之判 1 貞和三年六月廿四日 43 細川頼春請文 貞和三年六月廿四日 1738 東京大学中条文書
茂資

左衛門尉義成之状 3 文和三年三月廿八日両通同日付

44-1 羽黒義成譲状 文和三年三月廿八日　 1792 70
茂資 44-2 羽黒義成譲状 文和三年三月廿八日　 － 71

茂資 44-3 羽黒義成申状具書案 貞和三年六月日　 1920 58
発給年月日等が不明のため、判
断は難しいが、「義成之状」に該
当しそうな文書として比定

茂資
武蔵守状 2 私ニ云細川武蔵守歟御教書也　康永四年七月十八日

45-1 室町幕府執事高師直奉書 三浦和田三郎左衛
門尉殿 康永四年七月十八日　 1784 53

茂資 45-2 室町幕府執事高師直奉書 細川刑部大輔殿 2333 個人
茂資

駿河守状 2 芳賀駿河守歟御教書也　何も文和四年之年号
46-1 芳賀高家打渡状 文和四年六月廿九日　 1793 73

茂資 46-2 芳賀高家遵行状 蒲原郡御奉行御中 文和四年十一月七日　 1795 75
茂資 春政之状 1 横折　貞和六年二月十一日 47 越後国奥山庄雑掌春政申状 御奉行所 貞和六年二月十一日　 1785 62

茂資
播磨守状 2 観応二年七月四日之日付

48-1 室町幕府引付頭人桃井直常奉書 （小）笠原源蔵人
太郎殿 観応二年七月四日　 1789 66

茂資 48-2 室町幕府引付頭人桃井直常奉書 河村小四郎殿 観応二年七月四日　 2334 個人

茂資 沙弥道秀之譲状 1 建武四年六月十日之日付（貼紙）ウラ打分 49 沙弥道秀 ( 中条茂継 ) 譲状 （弥三郎茂助 ( 茂
資 )） 建武四年六月十日　 1760 46

茂資 同状 1 50 沙弥道秀 ( 中条茂継 ) 書状并三浦
高経返書

介殿　三浦和田入
道殿御返事 （建武四年）六月十二日　 1761 47

茂資 藤原長時清時両判之状 1 貞和六年卯月三日 51 藤原清時・長時連署譲状 貞和六年卯月三日　 1787 65
茂資

修理権太夫状 2 文和三二月八日両通同日付（貼紙）左衛門尉高家之状修理大夫之状ニ継テ有リ

52-1 関東執事畠山国清施行状案 宇都宮伊予守殿 文和三年二月八日　 1893 69

茂資 52-2
左衛門尉高家之状（53）はこの
文書に継いである、とあるが、
現時点で継がれてはいない。

茂資 左衛門尉高家状 1 文和四年二月十日（貼紙）本書ニハ右衛門尉ト有リ 53 沙弥良性 ･右衛門尉高家連署打渡
状案 文和四年二月十日　 1805 72

茂資

文和之状 4 此内二通裏判也

54-1 羽黒義成軍忠状 文和二年十一月十六日 1419
新潟県立歴史
博物館羽黒氏
文書

「二通裏判」から比定

茂資 54-2 羽黒景茂軍忠状 文和二年十一月十八日 1420
新潟県立歴史
博物館羽黒氏
文書

茂資 54-3 羽黒義成代同景茂軍忠状 文和三年十月五日 1421
新潟県立歴史
博物館羽黒氏
文書

茂資 54-4 羽黒義成軍忠状 文和四年四月廿九日 1422
新潟県立歴史
博物館羽黒氏
文書
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茂資
茂資之譲状 2 延文元年八月廿五日一通文和四年八月廿五日一通

55-1 中条茂資譲状 延文元年八月廿五日　 1797 77
茂資 55-2 中条茂資譲状 文和四年八月廿五日　 1794 74
政資

芳賀駿河守状 3 延文年中之日付
56-1 芳賀高家遵行状案 延文元年八月六日　 1796 76

政資 56-2 芳賀高家遵行状 三浦和田土佐守殿 延文元年十一月廿二日　 1799 79
政資 56-3 芳賀駿河守遵行状案 和田土佐守殿 延文元年十一月廿二日　 － 80

政資 近衛前関白殿御教書 1 永和二年十月十三日 57 近衛前関白（道嗣）家御教書案 岡屋安芸入道子亀
王殿 永和弐年十月十三日　 1806 86

政資 武蔵守御教書 1 永和元年六月廿六日 58 室町将軍（足利義満）家御教書 三浦和田土佐守殿 永和元年六月廿六日　 1802 84
政資 康安二年之状 1 （擦消）但裏判有 59 造内宮料役夫工米請取状 康安二年十月五日　 1800 81
政資 茂資之譲状 1 但裏判有　延文元年八月廿五日 60 中条茂資置文 延文元年八月廿五日　 1797 78

政資
仮名書譲状 2 貞治五年年号

61-1 比丘尼しゑん譲状 けんをう二年十月七（九）
日　 1794 37

政資 61-2 きた女売券 ちやうち五年十一月廿六
日　 1801 82 「譲状」とあるが、仮名書、また

貞治五年付から比定
政資

覚書 2
62-1 某覚書 （年月日未詳）　 1859 89

政資 62-2 某所領堺勘文 （年月日未詳）　 1860 106

寒資

寒資之状 3 至徳応永之年号此内二通ハ寄進状

63-1 中条寒資譲状 和田土佐守殿 おうゑい十九ねん二月九
日　 1914 91

寒資 63-1 中条寒資・恵順・石井茂義連署寄
進状 至徳三年丙寅十月十二日 1475

新潟県立歴史
博物館大輪寺
文書

寒資 63-2 中条寒資寄進状 応永十二年十二月七日 1477
新潟県立歴史
博物館大輪寺
文書

寒資
応永之頃状 2

64-1 忠頼・家信連署年貢請取状 応永十（四）年九月二日
　 1808 90

寒資 64-2 山吉久盛・大蔵丞信秀連署段銭請
取状 応永三十壱年九月十日　 1809 94

寒資 政資之譲状 1 永和元年十月（貼紙）三日 65 中条政資譲状 永和元年乙卯十月三日　 1803 85

房資 寒資之譲状 1 応永十九年三月廿一日 66 中条寒資譲状 応永十九年壬辰三月廿一
日　 1810 92

房資 頼藤之状 1 応永卅三年七月十九日 67 上杉頼藤安堵状 和田殿 応永卅三年丙午七月十九
日　 1818 99

房資 文安之頃状 1 （貼紙）文安二年八月七日（貼紙）ウラ打分 68 沙弥勝賢・出雲守兼茂連署段銭請
取状 文安弐年八月七日　 1821 107

房資 房資之知行書出之留書 1 嘉吉年中 69 中条房資書状案 嘉吉三年九月廿六日　 － 105 ほぼ同文の文書がもう一通ある
（中条家文書 103、【表３】28）

房資 嘉吉年中之状 1 （貼紙）嘉吉三年九月廿六日 70 秀叟（中条房資）・朝資連署状 嘉吉三年九月廿六日　 1820 104

房資 記録 1 享徳三年孟夏之日付房資之判形有 71 中条秀叟房資記録 享徳三甲戌歳孟夏廿八日 1316
新潟県立歴史
博物館中条氏
文書

房資

長尾筑前守朝景御書 4 応永年中ノ御状

72-1 長尾朝景安堵状 和田中条殿 応永卅（二）年六月一日
　 1814 95

房資 72-2 長尾朝景安堵状 和田中条殿 応永三十二年八月三日　 1815 96
房資 72-3 長尾朝景安堵状 和田弥三郎殿 応永卅二年八月廿五日　 1816 97
房資 72-4 長尾朝景安堵状 和田殿 応永卅二年十一月廿日　 1817 98

朝資
房定之御書 2

73-1 上杉房定書状 中条弾正左衛門尉
殿 （年未詳）正月十九日　 1829 115 中条家文書中に「上杉房定之御

書」に該当する文書は 4通確認
されるが、そのうち中条氏宛で
はない 2通を除外して比定朝資 73-2 上杉房定書状 和田弾正左衛門尉

殿 〔享徳四年〕六月八日 3426 個人
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朝資 常泰之御書 1 74 上杉常泰〔房定）書状 中条山城守殿 〔延徳二年）九月一日亥刻 3428 個人

朝資期に房定は常泰と名乗らな
いため、定資宛の常泰書状のい
ずれかを誤解したと判断し、唯
一中条弾正左衛門宛ではなく、
中条山城守宛となっている本文
書に比定

朝資 房資入道秀叟之譲状 1 宝徳二年九月十八日 75 秀叟（中条房資）譲状 于時宝徳二太才癸酉年九
月十八日　 1822 108

朝資

細川右京太夫勝元御教書 3 康正享徳長禄之年号也

76-1 室町将軍家（足利義政）御教書 中条弾正左衛門尉
殿 享徳四年七月廿九日 1739 東京大学中条文書

朝資 76-2 室町将軍家（足利義政）御教書 和田弾正左衛門尉
殿 康正弐年十一月廿七日 1740 東京大学中条文書

朝資 76-3 室町将軍家（足利義政）御教書 和田檀上左衛門尉
殿 長禄四年四月廿三日 3425 個人

朝資
朝資之状 2 寛正年中之日付

77-1 中条朝資書状 羽黒殿 （寛正五年カ）八月十九日 1825 117
朝資 77-2 中条朝資打渡状 寛正（四）年二月十三日 1915 116
朝資 同朝資羽黒江被下所領書出 1 文明十年十二月卅日之日付 78 中条朝資知行充行状 羽黒能登守殿 文明拾年戊戌十二月卅日 1841 121

朝資
永享長禄之状 2 （貼紙）永享十一年二月十一日（貼紙）長禄四年八月廿三日

79-1 長松院祖果書状 羽黒殿 永享十一年七月（十一ニ
重ネ書キ）二日　 1819 102

朝資 79-2

朝資 朝資大輪寺へ寄進状写 1 （貼紙）文明三年壬七月十二日 80 中条朝資譲状 文明参年辛卯閏七月十二
日 1480

新潟県立歴史
博物館大輪寺
文書

朝資 屋彦造栄朝資御判物 1 （貼紙）文明十三年五月廿四日 81 中条朝資置文 文明拾三年辛丑伍月廿四
日　 1843 127

定資 上杉顕定御書 1 長享二十二月五日 82 上杉顕定書状 中条弾正左衛門尉
殿 〔長享二年）十一月廿三日 1742 東京大学中条文書 封紙の日付により比定

定資

常泰之御書 8 長享二三之頃之日付

83-1 常泰（上杉房定）書状 中条弾正左衛門尉
殿 （長享三年）三月十七日　 1831 144

定資 83-2 常泰（上杉房定）書状 中条弾正左衛門尉
殿 （長享三年）七月廿二日　 1832 148

定資 83-3 常泰（上杉房定）書状 中条弾正左衛門尉
殿 （長享三年）九月三日　 1833 150

定資 83-4 常泰（上杉房定）書状 中条弾正左衛門尉
殿 （長享二年）八月十一日　 1834 142

定資 83-5 常泰（上杉房定）書状 中条弾正左衛門尉
殿 （長享三年）四月十三日　 1835 147

定資 83-6 常泰（上杉房定）書状 中条弾正左衛門尉
殿 （長享三年）四月八日　 1836 146

定資 83-7 上杉常泰〔房定）書状 中条弾正左衛門尉
殿 〔長享三年）二月七日 1741 東京大学中条文書

定資 83-8 上杉常泰〔房定）書状 中条弾正左衛門尉
殿 〔長享二年）十一月十六日 3427 群馬県立歴史博物館

定資 勝王殿状 1 84 畠山勝王書状 中条殿 〔永正十五年）七月十日 1325
新潟県立歴史
博物館中条氏
文書

定資 房定之御状 1 寛正五八月廿七日 85 上杉房定安堵状 和田牛福丸殿 （寛正五年）（付年号同筆）
八月二十七日　 1916 119

定資

対馬守実高之状 4 延徳年中之状此内二通性秀入道両判知行之書出シ

86-1 上杉氏（房定）老臣連署奉書 中条山城守殿 延徳弐年八月十一日　 1850 153
定資 86-2 上杉氏（房定）老臣連署奉書 中条山城守殿 延徳弐年十月十四日　 1851 154
定資 86-3 千坂実高書状 謹上中条殿御宿所（長享三年カ）八月十七日 1885 149

定資 86-4 千坂実高書状 謹上中条弾正左衛
門尉殿御報 （長享三年）九月十日　 1884 151

定資 朝資之譲状 2 寛正文明之年号 87-1 中条朝資譲状 牛福丸殿 寛正五年甲申八月廿二日 1826 118



12
9

［
米
沢
藩
中
条
氏
に
お
け
る
系
譜
認
識
と
文
書
管
理
］…

…
前
嶋
敏

当主 表 記 点
数 但 書

「
目
録
」

番
号 比定した文書名 宛 所 年 月 日 『新』

山形大学所蔵
番号（それ以
外の場合は所
蔵者）

備 考

定資 朝資之譲状 2 寛正文明之年号 87-2 中条朝資売券 文明十（四）年壬寅拾月
廿七日 1838 128

「譲状」とあるが、年号から本文
書に比定。売券を譲状とする例
は本表 61-2 も同様と判断

定資 朝資之状 1 88 中条朝資書状 中条弾正左衛門尉
進之候

（文明十二年）十一月十四
（二）日　 1900 129

定資
長尾能景状 2 文亀年中日付此内切紙一通入ル

89-1 長尾能景書状 中条弾正左衛門尉
殿 （文亀三年）七月廿八日　 1883 164

定資 89-2 長尾能景書状 中条殿　御報 「文亀参」八月八日 1931 鈴木精英編『中条文書越後国奥
山庄史料』には掲載されている定資 伊達尚宗之状 1 90 伊達尚宗書状 中条殿 〔文亀三年）七月廿三日 1930

定資 黒田内匠状 1 91 黒田良忠書状 中条弾正左衛門尉
殿参御報 〔文亀三年）八月九日 1318

新潟県立歴史
博物館中条氏
文書

定資 五十公野所より之状 1 92 五十公野輔親書状 中条殿御報人々御
中 十月十八日 1326

新潟県立歴史
博物館中条氏
文書

定資 安田より之起請文 1 93 安田実秀起請文 中条越州参 （永正十年）（付年号同筆）
八月廿二日　 1862 169

定資

定資之状 4

94-1 中条定資書状案 黒河殿 文明十八年十二月十七日 1840 130
「定資之状」に該当しそうな文書
は多数あるが、ここでは書状を
比定

定資 94-2 中条定資書状案 黒河駿河守殿 文明十八年十二月廿一日 1917 133
定資 94-3 中条定資書状案 千坂殿 （長享二年）九月二日　 1882 143
定資 94-4 中条定資書状案 謹上千坂対馬守殿（長享三年）三月廿四日　 1849 145
定資 朝義之譲状 1 明応三十月七日 95 羽黒朝儀譲状 明応三年甲寅十月七日　 1853 161
定資

黒川出入之時之状共 13

96-1 中条定資申状案 第一御評定衆御中 文明十九丁未四月三日　 1844 136

定資 96-2 黒川頼実陳状案 平子平左衛門尉殿
（異筆）

（長享元年）（付年号異筆）
九月廿三日　 1845 138

定資 96-3 中条定資重申状案 大蔵隼人佐殿 （長享元）九月廿三日　 1846 139

定資 96-4 中条定資重申状案
「大蔵隼人佑殿」
（異筆）御評定衆
御中

（長享元年）十月十日　 1848 141

定資 96-5 黒川治実書状 中条弾正左衛門尉
御報

（文明十八年）十二月十八
日　 1878 132

定資 96-6 黒川頼実書状 中条弾正左衛門尉
御報

（文明十八年カ）十二月
十八日　 1873 131

定資 96-7 黒川頼実書状 長尾殿参御報 （文明十九年）二月廿二日 1874 135

定資 96-8 黒川治実書状 中条弾正左衛門尉
御報

（文明十八年カ）十二月廿
一日　 1868 134

定資 96-9 中条定資申状案 御評定衆御中 （長享元年）九月廿七日　 1899 140

定資 96-10 羽黒房義書状 石山七郎五郎殿御
申 （年未詳）八月三日　 1902 137

定資 96-11 羽黒房義書状 石山殿御申 （年未詳）十一月十二日　 1903 157
定資 96-12 中条定資渡状案 長享参年己酉十二月吉日 1847 152

定資 96-13 長尾能景書状 中条土佐守殿 長享元年十月十七日 1319
新潟県立歴史
博物館中条氏
文書

定資 右之安文留書 1 但継紙 97 黒川氏重書案 自康永四年至貞和元年　 － 55 黒川氏の案文を写した文書とい
うことから比定

藤資 常泰より所領御書出 1 明応三年九月五日 98 常泰（上杉房定）安堵状 中条弥三郎殿 明応参年九月五日　 1852 160

藤資 定実公より同御書出 1 永正四十一月廿一日 99 上杉定実知行宛行状 中条弾正左衛門尉
殿

永正四年丁卯十一月廿一
日 1320

新潟県立歴史
博物館中条氏
文書
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藤資 同御書 1 永正七八月一日 100 上杉定実知行宛行状 中条弾正左衛門尉
殿 永正七年庚午八月一日 1322

新潟県立歴史
博物館中条氏
文書

藤資 長尾為景公より知行書出添
状 1 永正七九月三日 101 長尾為景遵行状 中条弾正左右衛門

尉殿 永正七九月三日
元禄四年の文書差出のときに提
出されているが、原本なし。『越
佐史料』では和田中条文書となっ
ている。

藤資 同為景公より藤資へ之御誓
詞 1 永正十年八月十九日 102 長尾為景起請文 中条越前守殿 永正十年八月十九日　 1861 168

藤資 謙信様より藤資へ之御誓詞
御血判 1 永禄十年十一月晦日之御日付 103 上杉輝虎起請文 中条越前守殿 （永禄十一）（付年号同筆）

拾一月晦日　 1863 173

藤資
同御書但被感御書 2 永禄十年十一月廿七廿八之御日付

104-1 上杉輝虎書状 中条越前守殿 〔永禄十一年）拾一月廿七
日

米沢市上杉博
物館所蔵文書

藤資 104-2 上杉輝虎書状 中条越前守殿 〔永禄十一年）拾一月廿八
日 2337 個人

藤資 謙信公御感状 1 永禄四年九月十三日信州川中島合戦之節 105 上杉政虎感状 中条越前守殿 〔永禄四年）九月十三日
本項は追筆。なお、【資料５】で
も提出の記載はないが、『上杉氏
御年譜』では採録している

藤資 長尾中務長景之状 1 106 長尾長景遵行状 中条弾正左衛門尉
殿

（永正四年）（付年号同筆）
十二月六日　 1856 165

藤資 長尾能景裏判之書付 1 107 斎藤珠泉頼信・平子朝政連署状 信州　参御宿所 〔明応九年）拾月廿日 1317
新潟県立歴史
博物館所蔵中
条氏文書

藤資

桃渓庵宗弘之状 2 永正四年之頃

108-1 桃渓庵宗弘書状 山吉孫左衛門尉殿 永正四年十一月廿八日 1321
新潟県立歴史
博物館中条氏
文書

藤資 108-2 桃渓庵宗弘書状 中条弾正左衛門尉
殿 〔永正六年）八月八日 1324

新潟県立歴史
博物館中条氏
文書

藤資 長尾宗心入道御書 2
但黒川出入之時之状　（貼紙）ウラ打分　（貼紙）
是合点無御座候謙信様ヲ前廉宗心様ト申候哉とも
存候

109-1 長尾宗心書状 中条越前守殿御宿
所 〔弘治元年）十二月四日 1932 『中条藤資伝記』には記載、但し

原本なし

藤資 長尾宗心入道御書 2
但黒川出入之時之状　（貼紙）ウラ打分　（貼紙）
是合点無御座候謙信様ヲ前廉宗心様ト申候哉とも
存候

109-2 天室光育書状 中条越前守殿参 （弘治元年）霜月四日　 1905 171

「長尾宗心入道御書」とあるが、
当該期の黒川出入関係、もう一
通の宗心文書との関係からひと
まず比定。天文廿四年十一月廿
九日付黒川四郎次郎宛長尾宗心
書状写（米沢市常安寺所蔵）に
ついて『越佐史料』では「中条
文書」としていること等から、
こちらの可能性も考えられる。

藤資 藤資築地弥七郎へ所領御書
出 1 110 中条藤資安堵状 築地弥七郎殿 永正九年十月十七日 2336 個人

藤資

方々より之御状共 18 山吉孫左衛門加地安芸守直江大和本庄美作山吉孫二郎新発田尾張色部昌長之状也

111-1 宗緩（本庄実乃）書状 越州参御報 （永禄十二年カ）八月六日 1908 174

「方々よりの状共」に該当しそう
な文書は多数確認できるが、ひ
とまず注記の差出人名から 18 通
を比定

藤資 111-2 宗緩（本庄実乃）書状 越州参御報 （永禄十二年カ）八月八日 1910 175

藤資 111-3 宗緩（本庄実乃）書状 越前守殿参御報 （永禄十二年カ）八月十一
日　 1909 176

藤資 111-4 直江景綱書状 越州参御報 （永禄十二年カ）八月十七
日　 1901 178

藤資 111-5 山吉豊守書状 越州参御報 （永禄十二年カ）八月十八
日　 1906 179

藤資 111-6 山吉豊守書状 越州参御報 （永禄十二年カ）八月廿日 1892 180

藤資 111-7 新発田忠敦書状案 越州御宿所 （永禄十二年カ）八月廿四
日　 1877 182

藤資 111-8 新発田忠敦書状案 越州御報 （年月日未詳）　 1886 183
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藤資

方々より之御状共 18 山吉孫左衛門加地安芸守直江大和本庄美作山吉孫二郎新発田尾張色部昌長之状也

111-9 山吉豊守書状 越州参貴報 （永禄十二年カ）即刻　 1907 184

「方々よりの状共」に該当しそう
な文書は多数確認できるが、ひ
とまず注記の差出人名から 18 通
を比定

藤資 111-10 新発田忠敦書状 越州御宿所 （年月日未詳）　 1869 185
藤資 111-11 新発田忠敦書状 越州御報人々 （年月日未詳）　 1870 186
藤資 111-12 新発田忠敦書状案 越州御報 （年月日未詳）　 1919 187
藤資 111-13 屋代頼国等三名連署段銭請取状 明応六年丁巳四月十八日 1855 163

藤資 111-14 山吉能盛打渡状 中条弾正左衛門尉
殿 （永正四年）十二月九日　 1857 166

藤資 111-15 色部昌長書状 中条殿御報 （永正五年カ）七月二日　 1864 167

藤資 111-16 山吉豊守三名連署状 越州へ参御陣所 （永禄十一年十一月）廿七
日　 1891 172

藤資 111-17 山吉豊守等三名連署状 越州　参御宿所 〔永禄十一年）十一月廿七
日 2338 個人

藤資 111-18 本庄宗緩（実乃）書状 越州　参御報 〔永禄十二年）八月廿二日 2339 個人

景資 謙信様御朱印 1 但軍役之御書出　天正二六月廿日 112 上杉謙信軍役状 中条与次殿 天正二年六月廿日 3698 上越市立総合博物館 『御書集成』Ⅰ－ 189

景資 同御一字御拝領御書 1 年号無之八月一日 113 上杉謙信カ一字状
日付はないが、『御書集成』Ⅰ－
152 に比定（末キレミヘスとあ
るので、日付は切れてしまった
とみられる）

景資 同景資両父へ御直筆仮名書
之御書 1 但あさひ山合戦之時　年号無之八月七日 114 上杉謙信書状 よし江おりへ殿・

与次らうほへ （天正二年）八月七日　 1866 188 『御書集成』Ⅰ -151

景資 景勝様より御知行御書出御
朱印 1 天正六年九月十六日 115 上杉景勝書状 中条与二殿 天正六年九月十六日 『御書集成』Ⅱ－ 853 とみられる

が原本なし。

三盛 景勝様より継目被下置御書
出 1 天正十年十二月二日之御日付 116 上杉景勝朱印状 中条一黒殿 天正十年十二月二日　 1918 193 『御書集成』Ⅱ -852

三盛

同年頭之御書 4 此内一通御直筆

117-1 上杉景勝御内書 中条与次とのへ （年未詳）正月二日　 － 194
三盛 117-2 上杉景勝御内書 中條与次とのへ （年未詳）正月二日　 － 195
三盛 117-3 上杉景勝御内書 中条与次とのへ （年未詳）正月廿二日　 － 196
三盛 117-4
盛直

景勝様御年頭之御書 2

118-1 上杉景勝御内書 中條一兵衛とのへ（年未詳）正月二日　 － 207

盛直 118-2 上杉景勝御内書 中條一兵衛とのへ（年未詳）十二月廿八日　 － 208
本文書は歳暮にかかるものであ
り、本項は「年頭之御書」とあ
るが、まとめたと解してこれを
比定

盛直

定勝様御書 8 此内壱通御直筆

119-1 上杉定勝御内書 中条市正とのへ （年未詳）正月二日　 － 210
盛直 119-2
盛直 119-3
盛直 119-4
盛直 119-5
盛直 119-6
盛直 119-7
盛直 119-8
盛直 同官途之御書出 1 120
知資

定勝様御書 4

121-1 上杉定勝御内書 中條市兵衛殿 （年未詳）正月三日　 － 211
知資 121-2 上杉定勝御内書 中条市兵衛殿 （年未詳）正月廿五日　 － 212
知資 121-3
知資 121-4

知資
綱勝様御書 13 此内四通ハ御黒印

122-1 上杉綱勝御内書
中條越前守との
へ・新津右近助と
のへ

（年未詳）三月十六日　 － 213

知資 122-2 上杉綱勝御内書 中條越前守とのへ（年未詳）四月廿二日　 － 214
知資 122-3 上杉綱勝御内書 中條越前守とのへ（年未詳）正月二日　 － 215
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当主 表 記 点
数 但 書

「
目
録
」

番
号 比定した文書名 宛 所 年 月 日 『新』

山形大学所蔵
番号（それ以
外の場合は所
蔵者）

備 考

知資

綱勝様御書 13 此内四通ハ御黒印

122-4 上杉綱勝御内書
中條越前守との
へ・新津右近助と
のへ

（年未詳）九月廿一日　 － 217

知資 122-5
知資 122-6
知資 122-7
知資 122-8
知資 122-9
知資 122-10
知資 122-11
知資 122-12
知資 122-13

知資

同御用之御書 4

123-1 老中阿部忠秋・酒井忠清・稲葉正則・久世広光連署状
中條越前殿・黒川
左衛門殿 （寛文四年）七月廿七日　 － 216

知資 123-2
知資 123-3
知資 123-4
知資 生善院様御ふミ 1 124 生善院書状 中条越前との参 （年未詳）霜月朔日　 － 219

※「目録」番号は、｢目録」記載順に作成者が振った番号
※『新』は『新潟県史』資料編の番号
　　　　　は現在所在が確認できない古文書
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文書名 宛 所 年月日 「目録」番号 新潟県史番号 備 考
1 佐々木加地重朝譲状 文永三年七月十三日　 12 1756 高野氏関連文書
2 大見行定譲状 弘安六年四月五日　 18 1911 大見水原氏関連文書
3 河村秀通坪付写 弘安九年八月　日　 20 1759 河村氏関連文書
4 関東下知状案 正應五年八月七日　 21 河村氏関連文書
5 大見家政譲状 嘉元二年六月八日　 31 1769 大見水原氏関連文書
6 左衛門尉宗経・同盛房連署請文写 進上御奉行所 嘉元二年七月十八日　 32 1770 河村氏関連文書
7 因幡国佐治郷北方地頭職和与状案 文保弐年三月廿七日　 36 － 佐治氏関連文書
8 越後国加地庄預所孝順和与状 元應二年十一月廿二日　 38 1773 高野氏関連文書
9 関東下知状 元應三年正月七日　 39 1774 高野氏関連文書
10 佐々木加地顕信和与状 元應参年参月八日　 40 1775 高野氏関連文書
11 僧某・法橋某連署奉書 村越孫六殿 康永二年十一月廿日　 49 1781 加地氏関連文書
12 藤原公房打渡状 康永ニ年十二月八日　 50 1782 加地氏関連文書
13 沙弥某等連署状 かうゑい三年五月十四日　 51 1783 黒川氏関連文書
14 尼明泉代祐信重申状案 康永三年十一月　日　 52 1894 加地氏関連文書
15 越後国奥山庄雑掌実清重申状并具書案 54 1913
16 足利直義裁許状案 貞和三年三月十七日　 56 1897
17 三浦和田氏重書案 自元久二年至貞和三年　 57 －
18 羽黒義成申状 貞和三年六月　日　 59 － 羽黒氏関連文書
19 奥山庄羽黒 ･鷹栖 ･高野、加地庄相伝系図 （年月日未詳）　 60 － 羽黒氏関連文書
20 羽黒義成申状具書案 自文永三年至建武五年　 61 － 羽黒氏関連文書
21 黒川茂実置文案 貞和六年三月十六日　 63 1786 黒川氏関連文書
22 尼明泉代祐信重申状 観応元年三月日　 64 1788 加地氏関連文書
23 尼聖（え）き譲状 おうあん五年六月三日　 83 1808
24 聖英寄進状 しとくくわんねんきのへね二月十五日　 88 1807
25 羽黒時茂譲状 おうゑい廿八ねん九月十日　 93 1811 羽黒氏関連文書
26 千坂信高遵行状 関隼人佑殿 （正長元年カ）三月廿日　 100 1872 黒川氏関連文書
27 千坂信高書状 関隼人佑殿 （正長元年）三月廿日　 101 1881 黒川氏関連文書
28 中条房資書状案 嘉吉三年九月廿六日　 103 － 羽黒氏関連文書
29 秀勧（羽黒資義）訴状案 御奉行所 宝徳三年四月　日　 109 1824 羽黒氏関連文書
30 秀勧（羽黒資義）譲状 于時宝徳三太才壬申年六月廿日　 110 1823 羽黒氏関連文書
31 飯沼頼泰書状 謹上平子殿御報 （宝徳四年カ）正月廿八日　 111 1876 黒川氏関連文書
32 輔澄書状 黒河殿御宿所 （宝徳四年）（付年号同筆）八月十二日　 112 1828 黒川氏関連文書
33 輔澄書状 黒河殿御返報 （享徳元年）壬八月十六日　 113 1837 黒川氏関連文書
34 上杉房定書状 飯尾下総守殿 （享徳二年カ）十二月五日（五ハ重ネ書） 114 1830 黒川氏関連文書
35 上杉房定書状 黒河下野守殿 （年未詳）十月廿六日　 120 1827 黒川氏関連文書
36 飯沼輔泰書状 謹上黒川殿御報 （文明十二年）十一月十日　 122 1889 黒川氏関連文書
37 某書状案 雲照寺侍者御中参之候 （年未詳）十二月五日　 123 1812 黒川氏関連文書
38 松浦実澄起請文 文明十二年十二月十一日　 124 1839 黒川氏関連文書
39 中条朝資書状案 黒河下野入道殿 文明十二年極月十八日　 125 1842 黒川氏関連文書
40 応田（黒川氏実）書状 （文明十弐年）（付年号異筆）極月廿日　 126 1898
41 羽黒定成書状 霜台（中条定資）参 （年未詳）三月九日　 155 1888
42 某書状 謹上はくろとのへ人々御中 （年未詳）九月十五日　 156 1880 羽黒氏関連文書

【表３】　「目録」に記載されていない「中条家文書」所収文書一覧
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43 某小山年貢注文 （年月日未詳）　 158 1887
44 中条定資寄進状 明応（三）年（八）月廿八日　 159 1854
45 羽黒朝儀書状案 山城守殿参 （年未詳）十月廿八日　 162 1879
46 西実助等四名連署書状 遠州御尊報 （永正十六年）十一月廿日　 170 1858 色部氏宛文書
47 新発田忠敦書状案 （永禄十二年）八月十三日　 177 1875
48 山吉豊守書状 尾州御報 （永禄十二年カ）八月廿一日　 181 1890 新発田氏宛文書
49 中条景泰軍役帳写 （天正三年二月十六日）　 189 1865
50 中条景泰書状 清浄心院参尊報 （天正七年）二月十四日　 190 1871
51 吉江宗（ギン）（宗信）書状 越前守殿参御宿所 （天正九年）拾壱月晦日　 191 1904
52 魚津在城衆十二名連署書状 直江与六殿 天正十年卯月廿三日　 192 1867
53 飛鳥井雅枝蹴鞠免許状 中條与次殿 （文禄二年）閏九月廿日　 197 －
54 飛鳥井雅枝蹴鞠免許状 中條与次殿 （文禄二年）閏九月廿日　 198 －
55 知行目録 中條市兵衛殿 元和六年八月廿八日　 206 －
56 上杉綱憲御内書 中條兵四郎とのへ （年未詳）正月朔日　 218 －
57 知行目録 中條市兵衛殿 元禄八年十二月十三日　 220 －
58 中条清資文書入日記 正徳元年六月廿九日　 221 －
59 上杉斉憲御内書 中条清松とのへ （年未詳）正月朔日　 222 －
60 色部安長・千坂尚次連署状 中條修理殿 （年未詳）六月十三日　 223 －
61 魚津御請状本書包書并改覚 享保八年八月一四日　 224 －
62 畠山義寧書状 中條周防殿 （年未詳）十一月十七日　 225 －
63 正月行事置文写 寛延二年六月廿三日　 226 －
64 知行目録写 宝暦三癸酉年六月七日　 227 －
65 上杉鷹山判物案 中條豊前とのへ・廣居図書とのへ　 （年未詳）十月八日　 228 －
66 上杉治広御内書 中條豊前とのへ （年未詳）六月三日　 229 －
67 上杉治広御内書 中條豊前とのへ （年未詳）正月朔日　 230 －
68 上杉勝定書状 中条豊前殿・毛利内匠殿・廣居図書殿 （年未詳）正月廿七日　 231 －
69 上杉宗憲御内書 中條周防とのへ （年未詳）正月朔日　 232 －
70 上杉斉憲御内書 中条豊前とのへ （年未詳）正月朔日　 233 －
71 中条家文書目録 （年月日未詳）　 199 －
72 三浦和田氏系図 （年月日未詳）　 200 －
73 和田氏系図 （年月日未詳）　 201 －
74 中条氏系図 （年月日未詳）　 202 －
75 中条・羽黒氏系図 （年月日未詳）　 203 －
76 桓武平氏諸流系図 （年月日未詳）　 204 －
77 上杉氏系図（重房～顕景） （年月日未詳）　 205 －
78 中条家由緒書 （寛永年間）　 209 －
79 慶長之頃古状之写　 （年月日未詳）　　 （一） －
80 中条中興記 （年月日未詳）　　 （二） －
81 盛直公御以来勤書 （年月日未詳）　　 （三） －
82 中條氏家譜略記 （年月日未詳）　　 （四） －
83 中条庶子譜　 （年月日未詳）　　 （五） －
84 中条越前守藤資伝記　 （年月日未詳）　　 （六） －
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を
除
き
、
系
図
等
は
「
目
録
」
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、【
表
3
】

に
記
載
さ
れ
た
文
書
は
、「
目
録
」
作
成
時
点
で
所
蔵
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、「
目
録
」
か
ら
除
外
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
、そ
れ
ら
は
中
条
氏
当
主
に
直
接
的
な
関
わ
り
の
少
な
い
文
書
あ
る
い
は
系
図
・

由
緒
書
等
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

以
上
か
ら
、「
目
録
」
は
、
そ
の
時
点
で
中
条
氏
に
伝
来
し
て
い
た
記
録
類
す
べ

て
を
収
録
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
中
条
氏
伝
来
文
書
の
う
ち
、
同

氏
当
主
に
関
わ
る
文
書
、
と
く
に
景
資
の
項
以
降
に
つ
い
て
は
上
杉
氏
（
藩
主
）
と

の
関
係
を
示
す
文
書
を
整
理
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
63
（

。
す
な
わ
ち
一
七
世
紀
後
半

以
前
に
お
け
る
中
条
氏
の
文
書
整
理
は
、
代
々
の
当
主
、
そ
し
て
米
沢
藩
主
に
対
す

る
強
い
意
識
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
（
二
）　
「
中
条
家
文
書
目
録
」と
中
条
景
資
・
景
泰

前
節
で
は
、
中
条
氏
が
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
以
前
に
同
氏
当
主
を
基
準
に
し

た
伝
来
文
書
の
目
録
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

本
節
で
は
、「
目
録
」
に
お
け
る
当
主
、
と
く
に
前
章
の
系
図
・
由
緒
書
等
に
お
い

て
確
認
し
た
中
条
景
資
・
景
泰
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

前
掲
し
た
【
表
2
】
に
よ
れ
ば
、「
目
録
」
に
お
い
て
も
、
藤
資
以
降
の
数
代
に

つ
い
て
は
、
藤
資
―
景
資
―
三
盛
―
盛
直
…
と
続
い
て
お
り
、
景
泰
の
名
は
確
認
で

き
な
い
。
そ
こ
で
、【
表
2
】
の
う
ち
、
藤
資
・
景
資
・
盛
直
の
項
に
採
録
さ
れ
て

い
る
文
書
を
確
認
し
て
み
る
と
、

①
藤
資
…
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
〜
永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）
の
も
の
ま
で

三
四
通

②
景
資
…
天
正
二
（
一
五
七
四
）
〜
六
年
（
一
五
七
八
）
の
も
の
三
通
と
年
未
詳

の
文
書
一
通

③
三
盛
…
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
の
文
書
一
通
お
よ
び
年
未
詳
の
文
書
四
通

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
②
景
資
の
項
に
み
ら
れ
る
天
正
二
〜
六
年
の
三

通
）
64
（

は
、
い
ず
れ
も
現
在
で
は
景
泰
宛
の
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
文
書
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、「
目
録
」
で
は
現
在
景
泰
期
と
見
な
さ
れ
て
い
る
時
期
が
そ
の
ま
ま
景
資

期
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
永
禄
一
二
〜
天
正
二
年
の
間
が
空
白
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
②
に
み
ら
れ
る
文
書
四
通
に
つ
い
て
、
中
条
氏
と
み
ら
れ
る
人

物
の
表
記
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
「
与
次
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
す
る

と
、
こ
の
時
点
で
の
中
条
氏
は
、
藤
資
か
ら
三
盛
ま
で
の
間
の
当
主
を
「
与
次
」
一

名
と
想
定
し
、
実
名
を
景
資
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
②
の

年
紀
の
判
明
す
る
三
通
は
、【
資
料
5
】
⑤
〜
⑦
に
該
当
し
、
い
ず
れ
も
「
与
次
景

資
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
認
識
は
、
前
章
で
述
べ
た
、【
資

料
1
】
の
「
由
緒
書
」
で
景
泰
の
事
績
が
そ
の
ま
ま
景
資
の
事
績
と
な
っ
て
い
る
こ

と
と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
由
緒
書
」
お
よ
び
「
目
録
」
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
作
成
者
と
し
て
知
資
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
鑑

み
れ
ば
、
相
互
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
）
65
（

。
そ
し
て
、
知
資
あ
る
い
は
そ

の
周
辺
で
「
由
緒
書
」
お
よ
び
「
目
録
」
が
作
成
さ
れ
る
時
点
で
は
、
中
条
氏
は
三

代
前
の
当
主
の
変
遷
も
忘
れ
ら
れ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
藤
資
以
後
の
当
主
変
遷
に
あ
た
っ
て
の
状
況
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み

た
い
。
永
禄
一
二
年
以
後
、
景
泰
が
天
正
二
年
に
中
条
氏
の
家
督
を
相
続
す
る
）
66
（

ま
で

の
間
、
同
氏
に
関
す
る
文
書
は
伝
来
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
動
向
は
不
明
瞭
と
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
景
泰
は
天
正
一
〇
年
、
二
五
歳
で
没
し
て
お
り
、
ま
た
三
盛
・
盛

直
は
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
歳
・
三
一
歳
で
早
逝
し
て
い
る
）
67
（

。
そ
の
た
め
、
三
盛
・
盛
直
・

知
資
の
三
代
は
、
い
ず
れ
も
実
子
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
五
歳
・
五
歳
・

一
二
歳
と
幼
少
で
家
督
を
相
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
）
68
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
米

沢
藩
に
お
け
る
中
条
氏
の
立
場
は
不
安
定
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
三
盛
が
家
督
を
相
続
し
た
時
点
で
は
、【
資
料
1
】
に
よ
れ
ば
「
親
類
・

眷
属
皆
相
果
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
盛
直
は
家
督
を
継
い
だ
時
点
で
幼

少
で
あ
っ
た
た
め
、
叔
父
の
中
条
資
種
と
一
族
の
築
地
資
豊
が
後
見
と
な
っ
た
が
、

そ
の
翌
年
に
資
種
は
出
奔
、
資
豊
は
同
年
に
没
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
盛
直
は
成
人
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す
る
ま
で
の
間
、
居
城
で
あ
る
鮎
貝
を
離
れ
、
米
沢
で
暮
ら
し
て
い
る
）
69
（

。
二
代
続
け

て
幼
少
の
当
主
が
周
囲
か
ら
離
れ
た
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
状
況
、
さ
ら
に
盛
直
も

早
逝
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
子
知
資
が
家
督
を
相
続
す
る
時
点
で
は
、

直
近
の
家
譜
も
詳
細
に
受
け
継
が
れ
て
い
か
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
こ
の
時
期
に
お
け
る
「
目
録
」「
由
緒
書
」
等
の
作
成
は
、
中
条
氏
が
あ
ら
た

め
て
同
氏
の
系
譜
の
復
元
を
行
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ
う
。

な
お
、「
目
録
」
等
が
藤
資
の
次
代
の
当
主
に
つ
い
て
、
発
給
文
書
の
み
ら
れ
な

い
「
景
資
」
と
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
が
、【
表
2
】
一
一
四

の
吉
江
老
母
等
宛
上
杉
謙
信
書
状
）
70
（

が
伝
来
し
て
い
る
こ
と
、【
表
2
】
一
一
三
の
年

未
詳
（
上
杉
謙
信
カ
）
一
字
状
）
71
（

に
お
い
て
、「
任
望
景
与
出
之
候
、
仮
名
者
与
次
与

可
然
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、藤
資
の
次
代
当
主
を
吉
江
氏
か
ら
の
養
子
と
み
な
し
、

そ
の
人
物
と
し
て
景
資
の
名
）
72
（

を
推
定
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
）
73
（

。
な
お
、【
資

料
2
】
に
お
い
て
も
景
泰
（
＝
景
資
）
は
吉
江
氏
か
ら
の
養
子
と
し
て
い
る
の
で
、

そ
う
し
た
認
識
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
（
三
）　

中
条
氏
の
文
書
収
集
と「
中
条
景
泰
」

前
節
に
お
い
て
は
、
中
条
氏
は
衰
退
と
と
も
に
系
譜
が
忘
れ
ら
れ
た
状
態
と
な
っ

て
お
り
、
伝
来
文
書
の
整
理
、
由
緒
書
の
作
成
等
に
よ
っ
て
そ
の
復
元
を
行
お
う
と

し
て
い
た
こ
と
、
た
だ
し
「
目
録
」
作
成
時
点
で
は
三
代
前
の
当
主
で
あ
る
景
泰
の

名
を
認
識
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
前
章
で
指
摘
し
た
と

お
り
、一
八
世
紀
前
半
に
中
条
氏
は
景
泰
を
認
識
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

こ
こ
に
み
ら
れ
る
変
化
の
事
情
に
つ
い
て
、
中
条
氏
の
文
書
収
集
の
観
点
か
ら
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
【
資
料
6
】
を
み
て
み
よ
う
。

　
【
資
料
6
）
74
（

】 

越
中
国
魚
津
籠
城
之
面
々
江
従
景
勝
公
御
書
之
為
御
請
状
本
書
ナ
リ
、
父
知
資

公
江
武
田
大
蔵
殿
所
持
、
当
先
祖
実
判
之
書
タ
ル
故
ニ
被
打
送
之
由
知
資
公
御

直
ニ
清
資
承
之
、
後
年
ノ
タ
メ
記
之
置
物
ナ
リ

　
　

享
保
八
年
八
月
十
四
日
改
之

　
　

魚
津
御
請
状
本
書

【
資
料
6
】
は
文
書
封
紙
の
書
付
で
あ
り
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
中
条
清

資
が
記
し
た
も
の
と
わ
か
る
。
そ
し
て
、
魚
津
城
に
籠
城
し
た
面
々
が
上
杉
景
勝
に

宛
て
て
出
し
た
請
状
の
封
紙
で
あ
る
と
す
る
内
容
か
ら
、
そ
の
本
紙
は
（
天
正
一
〇

年
）
卯
月
二
三
日
付
の
直
江
与
六
宛
魚
津
在
城
衆
十
二
名
連
署
状
）
75
（

と
み
ら
れ
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
文
書
も
あ
わ
せ
て
み
て
お
き
た
い
。

【
資
料
7
】

　
「（
端
裏
）
（
墨
引
）」

当
月
五
日
・
同
十
一
日
之
御
書
御
両
通
、
昨
夜
戊
刻
自
松
倉
到
来
、
謹
而
奉
拝

見
候
、
仍
当
地
之
儀
、
最
前
如
申
上
候
、
壁
き
わ
迄
取
詰
、
夜
昼
及
四
十
日
雖

相
責
申
候
、
至
今
日
迄
相
抱
申
候
、
此
上
之
儀
者
、
各
滅
亡
与
存
定
申
候
、
此

由
可
然
様
御
披
露
奉
頼
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
条
越
前
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
泰
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
俣
三
河
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
綱
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
江
喜
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
景
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
嶋
六
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
資
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓼
沼
掃
部
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泰
重
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

卯
月
廿
三
日　

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
丸
新
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
俊
（
花
押
）
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亀
田
小
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
乗
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
林
九
郎
左
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
吉
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
口
采
女
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
宗
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
部
右
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
吉
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
江
常
陸
入
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
誾
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
寺
松
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
長
（
花
押
）

　
　
　
　
　

直
江
与
六
殿

【
資
料
7
】
は
「
中
条
家
文
書
」
の
う
ち
の
一
点
で
あ
る
が
、直
江
与
六
宛
で
あ
り
、

本
来
中
条
氏
に
伝
来
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
文
書
に
つ
い
て
【
資
料
6
】
で
は
、

武
田
大
蔵
（
信
安
）
が
所
持
の
と
こ
ろ
、「
先
祖
実
判
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
条

知
資
に
送
ら
れ
た
と
す
る
）
76
（

。
し
た
が
っ
て
こ
の
文
書
は
、
中
条
知
資
が
中
条
氏
当
主

に
つ
い
て
高
い
関
心
を
も
っ
て
収
集
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。【
表
2
】に【
資

料
7
】
は
み
ら
れ
ず
、
ま
た
前
述
の
通
り
、
中
条
氏
所
蔵
文
書
の
う
ち
で
同
氏
当
主

に
直
接
関
連
す
る
文
書
は
発
給
文
書
（
黒
川
氏
等
他
氏
伝
来
文
書
）
に
つ
い
て
も
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
文
書
の
入
手
は
「
目
録
」
作
成
以
後
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。

そ
こ
で
【
資
料
7
】
の
差
出
人
を
見
る
と
、「
中
条
越
前
守
景
泰
」
の
名
を
確
認

で
き
る
。
す
な
わ
ち
【
資
料
6
】
に
み
ら
れ
る
「
先
祖
実
判
」
と
は
こ
の
中
条
景
泰

の
花
押
を
指
す
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
中
条
知
資
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
死

去
し
て
い
る
）
77
（

の
で
、【
資
料
7
】
の
入
手
は
元
禄
四
年
（【
資
料
5
】
作
成
時
点
）
〜

七
年
の
間
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
【
資
料
2
】
等
、
こ
れ
以
降
の
系
図
等

に
景
泰
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
点
か
ら
す
る
と
、
中
条
氏
が
景
泰
を
認
識

し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
【
資
料
7
】
の
入
手
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

ま
た
【
表
3
】
か
ら
は
、「
目
録
」
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
文
書
の
う
ち
に
中
条

景
泰
発
給
文
書
の
写
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
）
78
（

。現
時
点
で
は
明
確
で
は
な
い
が
、

「
目
録
」
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
点
、
系
図
・
由
緒
書
等
に
景
泰
の
名
が
確
認
で
き

な
い
点
か
ら
考
え
て
も
、
こ
れ
を
入
手
（
書
写
）
し
た
時
期
は
一
七
世
紀
後
半
を
の

ぼ
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ほ
か
に
「
中
条
景
泰
軍
役
帳
写
」（【
表
3
】
四
九
）

な
ど
も
同
様
に
後
世
の
収
集
（
書
写
）
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
一
七
世
紀
末
期

以
降
の
中
条
氏
で
は
【
資
料
7
】
の
み
な
ら
ず
、
中
条
氏
当
主
（
景
泰
）
に
関
す
る

文
書
を
収
集
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
が
「
中
興
記
」
等
の
記
述
に
反
映
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
）
79
（

。

以
上
か
ら
、
中
条
氏
に
お
い
て
は
、「
目
録
」
作
成
以
後
も
、
中
条
氏
当
主
に
関

わ
る
文
書
の
収
集
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
元
禄
四
〜
七
年
に
景
泰
に
関
わ

る
文
書
が
見
出
さ
れ
、
そ
の
名
が
認
識
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
そ
れ
以
前
か
ら
藤
資
か
ら
三
盛
の
間
の
当
主
は
一
人
と
す
る
認
識
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
景
資
が
景
泰
と
改
名
し
た
と
み
な
す
こ
と
に
な
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
「
中
興
記
」
の
記
述
に
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、【
資
料
3
】
傍
線
部
a
に
み
ら
れ
る
「
改
景
泰
」
と
い
う
追
筆
に
つ
い
て
も
【
資

料
7
】
入
手
以
降
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
本
章
で
は
、
中
条
氏
が
一
七
世
紀
中
葉
頃
以
降
、
伝
来
文
書
の
調
査
・
整
理
、

ま
た
収
集
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
認
識
を
由
緒
書
等
の
記
述
に
反
映
さ
せ
て
い
た
こ

と
、
そ
の
な
か
で
は
元
禄
四
〜
七
年
の
間
に
天
正
期
頃
の
当
主
で
あ
っ
た
中
条
景
泰

の
名
を
見
い
だ
し
て
、
同
氏
当
主
の
系
譜
に
対
す
る
認
識
を
改
め
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し
た
。

一
旦
衰
退
し
、中
興
し
た
中
条
氏
に
と
っ
て
、鎌
倉
期
以
来
の
由
緒
は
重
要
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
が
詳
細
に
引
き
継
げ
な
く
な
っ
て
い
た
知
資
期
以
降
に
伝
来
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文
書
の
整
理
が
行
わ
れ
、
系
譜
の
復
元
が
試
み
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
意

味
で
も
、
中
条
氏
に
お
け
る
文
書
整
理
は
、
中
条
氏
の
系
譜
認
識
に
と
っ
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
な
お
、
前
述
し
た
と
お
り
そ
の
の
ち

に
景
資
と
景
泰
は
別
人
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
こ

と
は
そ
の
後
に
も
同
氏
当
主
の
系
譜
を
意
識
し
た
文
書
の
整
理
・
調
査
・
収
集
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
す
と
い
っ
て
よ
い
も
の
と
思
う
。

❸
中
条
氏
の
文
書
管
理
と「
中
条
家
文
書
」―
む
す
び
に
か
え
て
―

前
章
ま
で
に
お
い
て
、
一
七
世
紀
中
葉
〜
一
八
世
紀
初
頭
の
中
条
氏
に
お
け
る
戦

国
末
期
頃
の
当
主
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
、
伝
来
し
た
系
図
・
由
緒
書
等
の
記
述

の
変
遷
と
、
同
氏
に
お
け
る
文
書
整
理
・
管
理
と
の
関
わ
り
の
検
討
を
通
じ
て
確
認

し
て
き
た
。こ
こ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
点
つ
い
て
以
下
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

Ａ
、
中
条
氏
で
は
近
世
以
降
に
も
多
く
の
系
図
・
由
緒
書
が
作
成
さ
れ
、
ま
た

書
継
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
そ
の
時
期
ご
と
に
若
干
の
変

化
を
遂
げ
て
い
る
。
天
正
期
の
当
主
中
条
景
泰
に
関
す
る
一
七
世
紀
中
葉
〜

一
八
世
紀
の
系
図
等
の
記
述
に
注
目
す
る
と
、
景
泰
の
名
を
認
識
し
て
い
な

い
も
の
か
ら
景
資
の
改
名
後
の
名
と
す
る
も
の
に
変
遷
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

Ｂ
、
中
条
氏
は
、
一
七
世
紀
中
葉
に
は
三
代
前
の
当
主
で
あ
る
景
泰
の
名
も
忘

れ
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
氏
で
は
当
主
関
連
文
書
を

中
心
に
伝
来
文
書
が
整
理
さ
れ
、
そ
の
系
譜
の
復
元
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
し

て
そ
の
結
果
は
系
図
・
由
緒
書
の
記
述
に
も
反
映
さ
れ
た
。
ま
た
「
目
録
」

の
作
成
以
後
も
整
理
・
収
集
は
続
け
ら
れ
、
元
禄
四
〜
七
年
に
は
魚
津
城
在

城
衆
十
二
名
連
署
状
を
入
手
し
て
、
そ
れ
ま
で
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
景

泰
の
名
を
認
識
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
て
、
中
条
氏
の
一
七
世
紀
中
葉
〜
一
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
同
氏
当
主
の
系
譜

に
対
す
る
高
い
関
心
、
ま
た
文
書
群
の
整
理
・
収
集
等
と
系
図
等
と
の
関
わ
り
が
う

か
が
わ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
同
氏
は
伝
来
文
書
群
に
対
し
て
も
高
い
意
識
を

も
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
通
り
中
条
氏
が
そ
の
後
に
も
系
譜
認

識
を
改
め
て
い
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
近
世
を
通
じ
て
そ
れ
ら
文
書
に
高
い
関
心
を
持

ち
続
け
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
近
世
中
条
氏
に
お
け
る

景
資
・
景
泰
に
対
す
る
認
識
が
そ
の
後
さ
ら
に
変
化
す
る
背
景
と
し
て
、
そ
の
後
の

同
氏
の
文
書
管
理
を
検
討
す
る
こ
と
で
む
す
び
に
か
え
た
い
。
な
お
、
中
条
氏
に
伝

来
し
た
中
世
文
書
群
の
中
核
と
な
る
「
中
条
家
文
書
」
は
、
近
世
中
条
氏
が
管
理
し

た
文
書
群
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
こ
の

伝
来
状
況
と
「
目
録
」
を
中
心
に
比
較
検
討
を
行
い
た
い
。

あ
ら
た
め
て
【
表
2
】
を
確
認
す
る
と
、「
目
録
」
記
載
の
文
書
の
う
ち
、
現
在

所
在
の
確
認
で
き
る
文
書
は
一
九
三
点
あ
り
、
山
形
大
学
小
白
川
図
書
館
、
新
潟
県

立
歴
史
博
物
館
（
中
条
氏
文
書
・
羽
黒
氏
文
書
第
二
巻
・
大
輪
寺
文
書
）、
東
京
大

学
（
中
条
文
書
）、胎
内
市
役
所
、群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
、上
越
市
立
総
合
博
物
館
、

個
人
（
二
件
）、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
ら
が
中
条
氏
の
も
と
を
離
れ
る
の
は
明
治
期
以
降
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
）
80
（

の
で
、
少
な
く
と
も
幕
末
ま
で
ほ
ぼ
す
べ
て
同
氏
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
確
認
で
き
て
い
な
い
三
五
点
の
う
ち
、
七
点
は
写
本
等
の
か
た
ち
で

確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
先
に
指
摘
し
た
元
禄
四
年
の
文
書
差
上
以
降
に
起
因
す
る

と
み
ら
れ
る
二
点
）
81
（

と
、「
藤
資
伝
記
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
四
点
）
82
（

、『
越
佐
史
料
』
巻

三
で
「
和
田
中
条
文
書
」
と
さ
れ
て
い
る
一
点
）
83
（

で
あ
り
、
後
二
者
の
五
点
は
近
代
ま

で
中
条
氏
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
目
録
」
に

記
載
さ
れ
た
文
書
の
う
ち
、
幕
末
ま
で
の
伝
来
が
確
認
で
き
な
い
の
は
二
八
点
と
な

る
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
二
三
点
ま
で
は
三
盛
・
盛
直
・
知
資
の
時
期
の
文
書
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
景
資
期
以
前
と
し
て
「
目
録
」
に
記
載
さ
れ
た
文
書
の
ほ
と
ん
ど

は
幕
末
ま
で
中
条
氏
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

し
か
し
盛
直
期
以
降
の
文
書
に
つ
い
て
は
、「
目
録
」
記
載
の
う
ち
一
一
点
の
所
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在
は
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、そ
れ
以
外
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。そ
こ
で【
表
2
】・【
表

3
】
に
よ
っ
て
盛
直
期
以
降
の
文
書
全
二
四
点
を
確
認
し
て
み
る
と
、
一
八
点
ま
で

が
藩
主
（
あ
る
い
は
そ
の
一
族
）
か
ら
の
御
内
書
ま
た
は
書
状
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
）
84
（

。
さ
き
の
【
資
料
4
】
に
よ
っ
て
、
三
盛
期
以
降
の
文
書
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
藩
主

か
ら
の
文
書
の
み
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、そ
の
後
も
「
目
録
」

に
よ
る
整
理
方
針
は
踏
ま
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
こ
で
中
条
氏

が
伝
来
文
書
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
た
の
か
み
て
み
た
い
。【
資
料
8
】
を
見

て
み
よ
う
。

【
資
料
8
）
85
（

】 

　
　

入
日
記

一
、
大
輪
寺
文
書　

壱
包

一
、
羽
黒
文
書　

壱
包

一
、
水
原
文
書　

壱
包

　

右
之
通
本
文
書
箱
少
ク
候
之
間
、
新
文
書
箱
ニ
納
之
、

一
、
綱
憲
公
御
内
書　

壱
袋

一
、
吉
憲
公
御
内
書　

壱
袋

　
　

正
徳
元
年

　
　
　

六
月
廿
九
日
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
資

一
、
古
キ
御
内
書
二
袋　

正
徳
三
年
五
月
三
日
入
ル

【
資
料
8
】
は
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
に
中
条
清
資
が
同
氏
所
蔵
文
書
の
一

部
を
整
理
し
た
と
き
の
記
録
で
あ
る
。

本
資
料
は
、
中
条
氏
が
自
家
に
伝
来
し
て
い
た
大
輪
寺
文
書
、
羽
黒
氏
文
書
、
大

見
水
原
氏
文
書
な
ど
を
新
た
な
文
書
箱
に
納
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
大
輪

寺
は
中
条
家
の
祈
願
寺
、
大
見
水
原
氏
は
白
河
庄
を
拠
点
に
し
た
一
族
、
羽
黒
氏
は

中
条
氏
の
庶
氏
で
あ
る
）
86
（

。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
は
伝
来
ご
と
に
一
包
に
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
条
氏
で
は
こ
れ
ら
を
伝
来
別
に
整
理
・
管
理
し
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
し
て
本
資
料
か
ら
、
米
沢
藩
四
代
藩
主
綱
憲
お
よ
び
五
代
藩
主
吉
憲
の
御
内
書

は
そ
れ
ぞ
れ
の
代
ご
と
に
袋
に
入
れ
て
管
理
さ
れ
て
お
り
、
正
徳
三
年
に
は
「
古
キ

御
内
書
」
は
二
袋
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
）
87
（

。
す
な
わ
ち
中
条
氏

は
、
米
沢
藩
主
か
ら
の
御
内
書
は
別
の
袋
に
入
れ
て
優
先
的
に
管
理
し
て
い
た
こ

と
に
な
ろ
う
）
88
（

。
と
く
に
上
杉
景
勝
・
綱
勝
か
ら
の
御
内
書
に
つ
い
て
は
、【
資
料
8
】

に
み
る
「
古
キ
御
内
書
」
の
う
ち
の
文
書
と
し
て
伝
来
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
）
89
（

。な
お
、「
目
録
」
中
に
系
図
・
由
緒
書
等
が
ほ
と
ん
ど
記
述
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
つ
い
て
は
す
で
に
記
し
た
が
、【
資
料
8
】
に
み
る
よ
う
に
、
文
書
が
伝
来
別
に

袋
に
入
れ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
を
鑑
み
れ
ば
、
系
図
・
由
緒
書
等
も
他
の
古

文
書
と
は
別
に
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
か
ら
す
る
と
、
近
世
ま
で
に
お
け
る
中
条
氏
伝
来
文
書
は
、
ⅰ
「
目
録
」
時

に
整
理
さ
れ
た
文
書
群
、
ⅱ
そ
の
他
の
他
氏
伝
来
文
書
群
、
ⅲ
中
条
氏
当
主
（
景
泰

等
）
に
関
わ
る
収
集
文
書
、
ⅳ
別
に
袋
に
入
れ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
（
米
沢
）
藩
主

か
ら
の
御
内
書
等
、
ⅴ
系
図
・
由
緒
書
、
ⅵ
そ
の
他
、
な
ど
に
整
理
・
管
理
さ
れ
て

い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
方
針
で
近
世
を
通
じ
て
文
書
管
理
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
、
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
る
か
た
ち
で
現
在
の
「
中
条
家
文
書
」
が
構
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
中
条
氏
は
、
当
主
の
系
譜
を
意

識
し
た
「
目
録
」
時
点
ま
で
の
整
理
、
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
文
書
収
集
・
整
理
の
方

針
を
、
近
世
を
通
じ
て
維
持
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
三
盛
以
後
の
文
書
の

多
く
が
「
目
録
」
時
点
か
ら
失
わ
れ
て
い
る
の
は
、
前
記
の
ⅰ
と
ⅳ
が
異
な
る
管
理

を
さ
れ
て
い
た
結
果
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

「
中
条
家
文
書
」
と
し
て
伝
来
し
た
文
書
群
は
、
近
世
の
中
条
氏
に
と
っ
て
は
、

普
段
用
い
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、い
っ
ぽ
う
で
戦
国
期
以
前
の
同
氏
の
由
緒
、

ま
た
近
世
に
お
い
て
は
藩
主
家
と
の
結
び
つ
き
を
示
し
て
お
り
、
い
わ
ば
米
沢
藩
内
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に
お
け
る
中
条
氏
の
位
置
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
に
他
の

文
書
と
別
に
整
理
さ
れ
、
結
果
と
し
て
現
在
の
構
成
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の

こ
と
は
、
す
な
わ
ち
近
世
の
中
条
氏
が
こ
れ
ら
由
緒
等
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

な
お
、「
中
条
家
文
書
」
と
し
て
伝
来
し
た
文
書
群
は
、「
目
録
」
作
成
以
後
に
同

氏
で
日
常
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
文
書
を
ほ
と
ん
ど
引
き
継
い
で
い
な
い
。
近
世
の

中
条
氏
が
日
常
的
に
用
い
た
文
書
群
は
、
こ
れ
ら
と
は
さ
ら
に
別
の
管
理
が
行
わ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
）
90
（

。

本
稿
で
は
一
七
世
紀
中
葉
〜
一
八
世
紀
前
半
頃
の
系
譜
認
識
の
変
遷
を
中
心
に
検

討
し
た
が
、
た
と
え
ば
そ
の
後
に
作
成
さ
れ
た
「
藤
資
伝
記
」
等
の
成
立
に
つ
い
て

な
ど
、
多
く
の
部
分
が
検
討
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
本
稿
に
み
ら
れ
る
そ
の
他

多
く
の
問
題
点
と
と
も
に
、
す
べ
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
謝
辞
）

本
稿
の
作
成
お
よ
び
中
条
家
文
書
等
の
調
査
に
つ
い
て
、
伊
藤
清
郎
氏
、
松
尾
剛

次
氏
、
山
形
大
学
小
白
川
図
書
館
情
報
サ
ー
ビ
ス
担
当
の
皆
様
、
福
原
圭
一
氏
、
片

桐
昭
彦
氏
等
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

（
1
）　

高
橋
秀
樹
「
三
浦
氏
系
図
に
み
る
家
の
創
造
神
話
」（
入
間
田
宣
夫
・
峰
岸
純
夫
・
白
根
靖
大

編
『
中
世
武
家
系
図
の
史
料
論
』上
、高
志
書
院
、二
〇
〇
七
年
）。

（
2
）　

山
形
大
学
小
白
川
図
書
館
所
蔵
「
中
条
家
文
書
」二
〇
四
。な
お
、「
中
条
家
文
書
」の
番
号
は

山
形
大
学
小
白
川
図
書
館
の
所
蔵
目
録
番
号
に
よ
る
。以
下
の
引
用
に
お
い
て
は
同
様
と
し
、

「
中
」○
○
号
と
表
記
す
る
。

（
3
）　
「
桓
武
平
氏
諸
流
系
図
」に
関
す
る
検
討
と
し
て
は
、野
口
実
「
古
代
末
期
の
武
士
の
家
系
に

関
す
る
二
つ
の
史
料
」（『
古
代
史
論
攷
』五
、一
九
八
四
年
）、白
根
靖
大
「
中
条
家
文
書
所
収
「
桓

武
平
氏
諸
流
系
図
」の
基
礎
的
考
察
」（
入
間
田
宣
夫
編
『
東
北
中
世
史
の
研
究
』下
、高
志
書
院
、

二
〇
〇
五
年
）、ま
た
井
原
今
朝
男
「
中
世
善
光
寺
平
の
災
害
と
開
発　

開
発
勢
力
と
し
て
の

註

伊
勢
平
氏
と
越
後
平
氏
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』九
六
、二
〇
〇
二
年
）な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

（
4
）　

前
掲
註
3
井
原
論
文
。

（
5
）　

そ
の
ほ
か
に
、上
杉
氏
に
関
す
る
系
図
お
よ
び
慶
長
三
〜
六
年
の
会
津
移
封
時
期
に
か
か
る

事
績
の
書
上
の
二
点
も
み
ら
れ
る
。

（
6
）　

原
田
和
彦
「
松
代
藩
に
お
け
る
文
書
の
管
理
と
伝
来
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
（
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
研
究
系
）編
『
藩
政
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
研
究
―
近
世
に
お
け
る
文
書
管
理
と
保
存
―
』（
岩
田

書
院
、二
〇
〇
八
年
））。

（
7
）　

定
兼
学
「
書
評
『
藩
政
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
研
究
』」（『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
研
究
』九
、二
〇
〇
九

年
）。

（
8
）　

前
掲
註
6
『
藩
政
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
研
究
』所
収
な
ど
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、他
の

武
家
に
つ
い
て
も
同
様
の
観
点
か
ら
の
成
果
が
集
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。た
と
え
ば
島
津
氏
の

例
と
し
て
、林
匡
「
鹿
児
島
藩
記
録
所
と
文
書
管
理
―
文
書
集
積
・
保
管
・
整
理
・
編
纂
と
支

配
―
」（
同
書
所
収
）で
は
、家
譜
編
纂
と
文
書
管
理
と
が
関
わ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。な

お
日
本
の
文
書
管
理
史
に
つ
い
て
は
、お
も
に
村
方
文
書
を
素
材
と
し
た
も
の
が
先
行
し
て
お

り
、大
友
一
雄
「
近
世
社
会
に
お
け
る
文
書
管
理
と
文
書
認
識
―
美
濃
加
茂
郡
蜂
屋
村
を
事
例

に
―
」（『
史
料
館
研
究
紀
要
』二
三
、一
九
九
二
年
）な
ど
、由
緒
論
的
な
視
点
か
ら
の
検
討
も
多

く
み
ら
れ
る
。冨
善
一
敏
氏
は
、「
近
世
史
研
究
に
お
け
る
由
緒
論
の
盛
行
に
と
も
な
い
、由
緒

の
創
造
と
文
書
管
理
・
利
用
に
集
中
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、儀
礼
・
由
緒
と
い
っ
た
近
世
固
有

の
（
あ
る
い
は
非
合
理
的
）側
面
が
重
視
さ
れ
て
い
る
」と
す
る
（「
村
方
文
書
管
理
史
研
究
の

現
状
と
課
題
」（『
藩
政
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
研
究
』）。

（
9
）　

阿
部
洋
輔
「「
米
沢
藩
御
書
集
」と
上
杉
家
文
書
」（
上
越
市
史
中
世
史
部
会
『
上
杉
家
御
書
集

成
』Ⅰ
、上
越
市
、二
〇
〇
一
年
）。ま
た
浅
倉
有
子
「
近
世
前
期
に
お
け
る
米
沢
藩
の
修
史
事
業

と
「
御
年
譜
」編
さ
ん
」（
同
書
所
収
）に
お
い
て
も
近
世
前
期
米
沢
藩
の
修
史
事
業
に
つ
い
て

指
摘
が
み
ら
れ
る
。

（
10
）　

阿
部
哲
人
「
上
杉
家
文
書
と
直
江
兼
続
」（『
天
地
人
リ
レ
ー
講
演
会
記
録
集
』、新
潟
県
立
歴

史
博
物
館
、二
〇
〇
九
年
）。ま
た
前
掲
註
9
浅
倉
論
文
や
同
「
近
世
・
近
代
に
お
け
る
「
上
杉

家
文
書
」の
整
理
・
管
理
と
そ
の
変
容
」（『
新
潟
史
学
』六
三
、二
〇
〇
九
年
）な
ど
の
研
究
が
み

ら
れ
る
。

（
11
）　

井
上
鋭
夫「
解
説
」（『
奥
山
庄
史
料
集
』、新
潟
県
教
育
委
員
会
、一
九
六
五
年
）、田
島
光
男「
色

部
氏
文
書
の
伝
来
と
現
況
」（
小
川
信
編
『
中
世
古
文
書
の
世
界
』、吉
川
弘
文
館
、一
九
九
一

年
）。

（
12
）　

前
掲
註
11
井
上
論
文
。

（
13
）　

た
と
え
ば
田
島
光
男
「
上
杉
氏
家
中
山
吉
氏
文
書
の
伝
来
に
つ
い
て
」（『
郷
土
神
奈
川
』

三
〇
、一
九
九
二
年
）、西
澤
睦
郎
「「
米
沢
藩
御
書
集
」と
諸
家
文
書
」（
前
掲
註
9
『
上
杉
家
御

書
集
成
』Ⅰ
）、前
嶋
敏
「
毛
利
安
田
氏
と
毛
利
安
田
氏
文
書
」（
矢
田
俊
文
・
新
潟
大
学
編
『
越
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後
文
書
宝
翰
集　

毛
利
安
田
氏
文
書
』、新
潟
大
学
、二
〇
〇
七
年
）、同
「
大
見
安
田
氏
・
水
原

氏
と
大
見
安
田
氏
・
水
原
氏
文
書
」（
同
編
『
越
後
文
書
宝
翰
集　

大
見
安
田
・
水
原
氏
文
書
』、

新
潟
大
学
、二
〇
〇
八
年
）、同
「
上
野
氏
・
発
智
氏
と
上
野
氏
文
書
・
発
智
氏
文
書
」（
同
編
『
越

後
文
書
宝
翰
集　

上
野
氏
文
書
・
発
智
氏
文
書
』、新
潟
大
学
、二
〇
〇
九
年
）、同
「
越
後
文
書

宝
翰
集
色
部
氏
文
書
と
『
古
案
記
録
草
案
』」（
同
編
『
越
後
文
書
宝
翰
集　

色
部
氏
文
書
Ⅰ
』、

新
潟
大
学
、二
〇
一
〇
年
）な
ど
を
挙
げ
て
お
く
。

（
14
）　

前
掲
註
11
田
島
論
文
、前
掲
註
13
前
嶋
「
越
後
文
書
宝
翰
集
色
部
氏
文
書
と
『
古
案
記
録
草

案
』」。

（
15
）　
「
中
条
家
文
書
」に
つ
い
て
は
、鈴
木
精
英
「
中
条
文
書
奥
山
庄
史
料
」（
謄
写
本
、一
九
四
〇

年
）、工
藤
定
雄
・
藤
木
久
志
「
三
浦
和
田
中
条
家
文
書
」（
一
）〜
（
四
）（『
歴
史
』一
五
〜

一
九
、一
九
五
七
〜
九
年
）、前
掲
註
11
井
上
論
文
、松
尾
剛
次
「「
中
条
家
文
書
」の
世
界
」（
山

形
大
学
附
属
図
書
館
報
「
や
ま
び
こ
」四
〇
、一
九
九
八
年
）等
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
、そ
の
他

多
方
面
か
ら
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
同
文
書
群
は
展
覧
会
等
で
も
多
数
取
り
上
げ

ら
れ
て
お
り
、近
年
で
も
米
沢
市
上
杉
博
物
館
『
上
杉
景
勝
』（
二
〇
〇
六
年
）、同
『
直
江
兼
続
』

（
二
〇
〇
七
年
）、山
梨
県
立
博
物
館
・
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
・
大
阪
市
歴
史
博
物
館
『
風
林

火
山
』（
二
〇
〇
七
年
）、国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『
武
士
と
は
何
か
』（
二
〇
一
〇
年
）な
ど
に
お

い
て
多
く
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　

前
掲
註
11
井
上
論
文
。

（
17
）　

山
形
大
学
小
白
川
図
書
館
「
中
条
家
文
書
」所
収
文
書
、ま
た
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

中
条
氏
文
書
の
な
か
に
は
他
氏
に
か
か
わ
る
系
図
も
み
ら
れ
る
。ま
た
、新
潟
県
立
歴
史
博
物

館
所
蔵
の
「
三
浦
和
田
氏
一
族
惣
系
図
」は
同
族
の
黒
川
氏
に
伝
来
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
等
か
ら
、こ
こ
で
は
【
表
1
】に
含
め
て
い
な
い
。

（
18
）　

前
掲
註
1
高
橋
論
文
。

（
19
）　
「
中
」二
〇
四
。

（
20
）　

前
掲
註
1
高
橋
論
文
で
は
、さ
ら
に
義
明
に
つ
い
て
「
三
浦
介
」と
し
て
「
号
」を
記
し
て
い

な
い
点
に
注
目
し
て
い
る
。

（
21
）　
「
中
」二
〇
〇
。

（
22
）　
「
中
」二
〇
九
。

（
23
）　
「
中
」（
六
）。

（
24
）　
「
中
」（
五
）。

（
25
）　
「
中
」（
二
）。

（
26
）　
「
中
」（
三
）。

（
27
）　
「
中
」（
四
）。

（
28
）　
「
中
」二
〇
九
。

（
29
）　

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
中
条
房
資
記
録
」（
後
掲
【
表
２
】参
照
）を
指
す
。

（
30
）　

前
嶋
「
中
条
家
由
緒
書
」
解
説
（『
越
後
の
大
名
』
展
示
図
録
、
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
、

二
〇
一
一
年
）等
を
参
照
。

（
31
）　

前
掲
註
1
高
橋
論
文
に
お
い
て
も
、「
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）か
ら
程
な
い
こ
ろ
に
成
立
」

と
す
る
。

（
32
）　
「
中
興
記
」で
は
、盛
直
を
市
正
と
す
る
が
、「
家
譜
略
記
」等
で
は
、盛
直
は
幼
名
一
黒
丸
、家
督

を
相
続
し
て
市
兵
衛
と
な
の
り
、の
ち
に
市
正
と
名
乗
っ
た
と
す
る
。「
中
条
家
文
書
」に
は
盛

直
期
と
み
ら
れ
る
時
期
の
上
杉
景
勝
御
内
書
の
な
か
に
「
一
兵
衛
」宛
が
あ
る
の
で
、本
資
料

の
「
市
兵
衛
丸
」は
盛
直
を
指
し
て
い
た
と
解
釈
す
る
。

（
33
）　

な
お
、戦
国
末
期
〜
近
世
初
頭
に
お
け
る
中
条
氏
の
系
譜
に
対
す
る
現
在
の
認
識
と
し
て
は
、

こ
の
「
藤
資
伝
記
」等
の
理
解
に
依
拠
す
る
も
の
が
多
い
。す
な
わ
ち
中
条
藤
資
が
永
禄
一
一
年

二
月
に
死
去
し
、そ
の
の
ち
に
景
資
が
家
督
を
相
続
す
る
も
、天
正
元
年
九
月
に
死
去
、翌
二
年

六
月
に
吉
江
景
資
の
子
景
泰
が
養
子
と
な
っ
て
中
条
家
の
家
督
を
相
続
す
る
、と
さ
れ
る
（
た

と
え
ば
長
谷
川
伸
「
上
杉
謙
信
と
揚
北
衆
」（
田
村
裕
・
坂
井
秀
弥
編
『
中
世
の
越
後
と
佐
渡
』

高
志
書
院
、一
九
九
九
年
）、矢
田
俊
文
「
室
町
後
期
・
戦
国
時
代
の
中
条
」（『
中
条
町
史
』、中
条

町
、二
〇
〇
四
年
）な
ど
）。

（
34
）　

中
条
一
黒
（
三
盛
）は
、天
正
一
〇
年
一
二
月
二
日
に
景
勝
か
ら
「
亡
父
越
前
守
」の
知
行
を

相
続
す
る
（「
中
」一
九
三
）。「
中
」一
九
二
（
後
掲
【
資
料
7
】）か
ら
、同
年
四
月
二
六
日
時
点

で
の
中
条
越
前
守
は
景
泰
と
わ
か
る
。

（
35
）　
「
中
」（
二
）。

（
36
）　
「
御
家
中
諸
士
略
系
譜
」（
米
沢
温
故
会
『
上
杉
氏
御
年
譜
』二
三
）に
よ
る
。ま
た
「
家
譜
略
記
」

に
「
延
宝
八
年
（
中
略
）其
方
江
家
督
御
知
行
座
並
無
相
違
被　

仰
付
」、「
享
保
十
二
年
丁
未

七
月
十
一
日
登　

城
於
奉
行
中
詰
之
間
父
周
防
奉
願
候
通
隠
居
、親
資
家
督
御
知
行
座
並
無
相

違
被　

仰
付
」と
あ
る
。

（
37
）　

高
橋
義
彦
『
越
佐
史
料
』巻
五
、天
正
二
年
六
月
二
十
日
条
。

（
38
）　

な
お
福
原
圭
一
「
吉
江
景
資
」（『
戦
国
人
名
辞
典
』、吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
五
年
）で
は
、花
押

の
形
状
か
ら
そ
れ
ま
で
吉
江
宗
信
と
み
な
さ
れ
て
き
た
「
宗
誾
」を
吉
江
景
資
に
比
定
し
て
い

る
。

（
39
）　
「
中
」二
〇
四
。

（
40
）　

前
掲
註
3
井
原
論
文
。

（
41
）　
『
中
条
町
史
』資
料
編
一
、参
考
資
料
一
。

（
42
）　
「
藤
資
伝
記
」等
に
お
い
て
は
、中
条
藤
資
は
永
禄
八
年
以
降
に
出
家
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

藤
資
の
出
家
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。な
お
本
資
料
で
は
藤
資
の
官
途

を
弾
正
左
衛
門
、梅
波
を
前
越
前
守
と
す
る
が
、藤
資
は
永
正
七
年
九
月
三
日
（『
越
佐
史
料
』

巻
三
、五
六
〇
頁
所
収
文
書
）以
前
に
は
弾
正
左
衛
門
、同
一
〇
年
八
月
一
日
（『
越
佐
史
料
』巻

三
、五
九
二
頁
所
収
文
書
）以
降
越
前
守
と
な
っ
て
い
る
の
で
、官
途
の
違
い
か
ら
こ
れ
を
別
人

と
理
解
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
か
。な
お
筆
者
は
、藤
資
は
天
文
四
〜
五
年
頃

に
死
去
あ
る
い
は
引
退
し
た
と
み
て
い
る
が
、こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
考
を
期
し
た
い
。
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（
43
）　

追
筆
に
つ
い
て
は
筆
者
の
実
見
に
よ
る
。前
掲
註
15
『
武
士
と
は
何
か
』図
録
（
二
〇
一
〇
年
）

に
掲
載
の
写
真
等
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
44
）　

な
お
、こ
こ
に
は
引
用
し
て
い
な
い
が
、知
資
期
か
ら
兄
弟
の
記
述
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、記
述
の
方
式
が
変
化
し
て
い
る
。知
資
以
降
の
記
述
が
詳
細
で
あ
る
点
か
ら
し

て
も
、こ
の
書
継
が
知
資
あ
る
い
は
清
資
、ま
た
は
そ
の
周
辺
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
可
能

性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。ま
た
【
資
料
1
】に
お
い
て
「
藤
資
＝
梅
波
」の
認
識
が
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
す
る
と
、知
資
が
本
資
料
の
よ
う
な
藤
資
―
梅
波
と
い
う
系
図
を
書
き
継
ぐ
可
能

性
は
高
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
45
）　

享
保
六
年
に
は
周
防
守
と
な
る
（「
家
譜
略
記
」等
に
よ
る
）。

（
46
）　
「
家
譜
略
記
」、「
藤
資
伝
記
」等
。

（
47
）　

な
お
、景
泰
以
後
に
つ
い
て
は
、三
盛
―
盛
直
―
知
資
と
系
譜
が
続
い
て
い
る
こ
と
は
そ
れ
以

後
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
系
図
・
由
緒
書
等
が
一
致
し
て
い
る
が
、注
記
等
に
は
変
化
が
う
か
が
わ

れ
る
。た
と
え
ば
中
条
三
盛
は
「
三
盛
」と
名
乗
る
以
前
に
「
資
盛
」と
名
乗
っ
て
い
た
と
さ
れ

る
（「
藤
資
伝
記
」、「
家
譜
略
記
」、「
御
家
中
諸
士
略
系
譜
」等
）が
、【
資
料
1
】〜
【
資
料
3
】に

は
そ
う
し
た
記
述
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
48
）　
「
中
」一
九
九
。

（
49
）　
「
生
善
院
」は
米
沢
藩
三
代
藩
主
上
杉
綱
勝
の
生
母
で
あ
り
、綱
勝
没
後
も
藩
内
で
活
動
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
50
）　

書
継
以
前
に
つ
い
て
み
る
と
、も
っ
と
も
新
し
い
文
書
は
【
資
料
4
】に
み
ら
れ
る
年
未
詳
の

中
条
与
次
（
三
盛
）宛
上
杉
景
勝
御
内
書
の
う
ち
の
一
通
で
あ
る
。中
条
三
盛
は
慶
長
一
二
年

（
一
六
〇
七
）に
は
没
し
て
い
る
の
で
、そ
れ
以
前
の
文
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
51
）　

前
掲
註
11
井
上
論
文
で
は
「
正
徳
頃
ま
で
に
は
こ
う
し
た
文
書
は
中
条
家
に
於
て
す
で
に
整

理
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、こ
の
点
主
家
の
上
杉
家
の
古
文
書
整
理
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と

言
え
る
」と
す
る
。ま
た
前
掲
註
9
阿
部
論
文
等
を
参
照
。

（
52
）　

早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
中
条
文
書
（
文
書
三
〇
―
一
六
）。①
〜
⑨
は
引
用
者
が
付
し

た
。

（
53
）　
「
米
沢
藩
御
書
集
」は
、元
禄
時
代
に
米
沢
藩
が
主
体
と
な
っ
て
編
纂
し
た
「
御
書
」と
呼
ば
れ

る
一
連
の
資
料
の
総
称
と
し
て
上
越
市
史
中
世
史
部
会
が
仮
に
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
が
、本

稿
に
お
い
て
も
そ
の
表
現
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。な
お
そ
れ
ぞ
れ
は
「
為
景
公
御
書
」、「
謙

信
公
御
書
」、「
景
勝
公
御
書
」等
に
分
類
さ
れ
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は
福
原
圭
一
「「
米
沢
藩
御

書
集
」と
『
上
杉
家
御
書
集
成
』」（
前
掲
註
9
『
上
杉
家
御
書
集
成
』Ⅰ
）を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
「
米
沢
藩
御
書
集
」作
成
に
か
か
る
文
書
差
上
に
つ
い
て
は
、矢
田
俊
文
「
元
禄
四
年
の

上
杉
家
中
諸
家
文
書
差
上
と
「
米
沢
藩
御
書
集
」」（
同
）、ま
た
同
「
近
世
前
期
に
お
け
る
米
沢

藩
の
修
史
事
業
と
山
吉
家
」（『
資
料
学
研
究
』二
、二
〇
〇
五
年
）な
ど
に
指
摘
が
見
ら
れ
る
。

（
54
）　
【
資
料
3
】①
は
、「
米
沢
藩
御
書
集
」に
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、ま
た
現
時
点
で
は
原
本
も
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。た
だ
し
、該
当
文
書
と
み
ら
れ
る
長
尾
為
景
遵
行
状
が
『
越
佐
史
料
』巻
三
、

永
正
七
年
八
月
一
日
条
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、こ
こ
で
は
「
和
田
中
条
文
書
○
羽
前
伊
佐
早
謙

氏
所
蔵
」所
収
と
さ
れ
て
い
る
。し
た
が
っ
て
、本
文
書
は
近
世
の
時
点
で
失
わ
れ
た
の
で
は
な

く
、明
治
期
ま
で
中
条
氏
に
伝
来
し
、そ
れ
以
後
に
失
わ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（
55
）　

後
掲
【
表
2
】一
〇
一
〜
一
〇
四
―
二
、一
一
二
〜
一
一
六
の
一
〇
点
。こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

三
盛
期
以
前
の
文
書
で
あ
る
。以
下
【
表
2
】【
表
3
】等
の
表
記
に
つ
い
て
は
【
表
○
】□
□
（
数

字
の
み
）と
す
る
。

（
56
）　
【
表
2
】の
う
ち
、「
当
主
」か
ら
「
但
書
」ま
で
の
項
目
が
「
目
録
」の
記
述
内
容
で
あ
る
。

（
57
）　
【
表
2
】六
三
、七
七
等
。

（
58
）　

前
掲
註
11
井
上
論
文
で
は
、「
黒
川
氏
伝
来
の
も
の
一
九
〇
点
、中
条
氏
伝
来
の
も
の
一
六
五

点
、築
地
氏
伝
来
の
も
の
四
六
点
、羽
黒
氏
伝
来
の
も
の
二
八
点
、加
地
氏
伝
来
の
も
の
一
九

点
、大
輪
寺
伝
来
の
も
の
一
六
点
、河
村
氏
伝
来
の
も
の
一
〇
点
、三
浦
氏
伝
来
の
も
の
九
点
、

高
野
氏
伝
来
の
も
の
五
点
、和
田
氏
伝
来
で
あ
る
が
家
の
帰
属
未
詳
の
も
の
三
点
、大
見
水
原

氏
伝
来
の
も
の
五
点
、長
井
斎
藤
氏
伝
来
の
も
の
一
二
点
、そ
の
他
の
諸
家
の
も
の
七
点
、未
詳

の
も
の
一
点
、こ
れ
ら
が
さ
ま
ざ
ま
の
事
情
で
中
条
家
に
入
い
り
、そ
し
て
ま
た
近
代
に
な
っ

て
か
ら
分
散
し
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」と
す
る
。

（
59
）　
【
表
2
】一
一
二
―
一
〜
一
二
四
。

（
60
）　
【
表
3
】一
、八
、九
、一
〇
。

（
61
）　

前
掲
註
11
井
上
論
文
で
は
、「
佐
々
木
重
朝
の
女
子
光
（
道
信
）が
茂
連
の
妻
で
、そ
の
子
の
茂

泰
に
羽
黒
・
鷹
栖
・
加
治
庄
古
河
条
本
主
の
権
利
を
譲
っ
た
か
ら
、高
野
家
文
書
の
関
係
部
分

が
ま
ず
中
条
家
に
入
」っ
た
と
し
、中
条
家
所
蔵
文
書
と
な
っ
た
時
点
を
鎌
倉
末
期
と
す
る
。そ

の
す
べ
て
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、「
目
録
」作
成
以
前
か
ら
他
氏
伝
来
文
書
を
中
条
氏
が
所

蔵
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
よ
う
。

（
62
）　

た
と
え
ば
【
表
2
】一
七
、七
七
―
一
、七
八
、七
九
―
一
は
大
見
水
原
氏
お
よ
び
羽
黒
氏
の

関
連
文
書
で
あ
り
、「
目
録
」に
両
氏
に
関
連
す
る
文
書
も
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の

で
、こ
れ
ら
両
氏
の
文
書
も
「
目
録
」作
成
以
前
に
中
条
氏
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と

み
ら
れ
る
。な
お
【
表
2
】九
四
―
一
、二
は
黒
川
氏
関
連
文
書
で
あ
る
の
で
、同
様
に
「
目
録
」

作
成
以
前
か
ら
黒
川
氏
関
連
文
書
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
え
る
。な
お
、【
表
3
】中
の
中
条
氏

当
主
関
連
文
書
の
う
ち
、た
と
え
ば
「
越
後
国
奥
山
庄
雑
掌
実
清
重
申
状
并
具
書
案
」「
足
利
直

義
裁
許
状
案
」（【
表
3
】一
五
、一
六
）が
「
目
録
」に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

意
図
的
な
除
外
の
可
能
性
も
含
め
て
検
討
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

（
63
）　
「
中
条
家
文
書
」に
お
い
て
他
氏
に
関
連
す
る
文
書
の
う
ち
「
目
録
」に
収
録
さ
れ
て
い
る
も

の
は
、お
お
む
ね
中
条
氏
当
主
の
発
給
文
書
で
あ
る
場
合
や
、黒
川
氏
と
の
出
入
に
よ
る
一
連

の
文
書
等
と
な
る
の
で
、中
条
氏
当
主
の
関
連
文
書
を
選
択
し
よ
う
と
し
た
と
み
ら
れ
る
。た

だ
し
、【
表
2
】一
七
「
大
見
行
定
譲
状
」な
ど
、記
載
さ
れ
た
事
由
が
不
明
な
も
の
も
あ
る
。い
っ

ぽ
う
で
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
中
条
文
書
に
は
慶
長
三
年
付
の
知
行
目
録
等
が
確
認

さ
れ
る
が
、こ
れ
ら
は
「
目
録
」に
記
さ
れ
て
い
な
い
。こ
れ
ら
の
事
情
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
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題
と
し
た
い
。

（
64
）　
【
表
2
】一
一
二
、一
一
四
、一
一
五
。

（
65
）　
「
由
緒
書
」と
「
目
録
」の
前
後
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
由
緒
書
」の
前
提
に
「
目
録
」

の
よ
う
な
文
書
整
理
が
あ
っ
た
こ
と
は
【
資
料
1
】か
ら
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
66
）　
【
表
2
】一
一
二
、「
中
」（
六
）等
に
よ
る
。

（
67
）　
「
中
」（
六
）等
に
よ
る
。

（
68
）　
「
中
」二
〇
九
等
に
よ
る
。

（
69
）　
「
中
」（
四
）、（
五
）等
に
よ
る
。

（
70
）　

前
掲
註
9
『
上
杉
家
御
書
集
成
』Ⅰ
、一
五
一
号
文
書
。

（
71
）　

前
掲
註
9
『
上
杉
家
御
書
集
成
』Ⅰ
、一
五
二
号
文
書
。

（
72
）　

た
と
え
ば
『
新
潟
県
史
』資
料
編
五
、三
六
七
五
号
文
書
等
に
吉
江
景
資
発
給
文
書
が
み
ら
れ

る
。

（
73
）　

な
お
、本
稿
で
は
検
討
の
対
象
と
し
な
い
が
、中
条
景
資
に
関
し
て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
見

解
が
あ
り
、一
定
し
な
い
。「
藤
資
伝
記
」で
は
、藤
資
の
死
去
時
期
か
ら
、「
中
」一
七
四
〜

一
七
六
、一
七
八
〜
一
八
〇
、一
八
二
〜
一
八
七
な
ど
「
越
州
」「
越
前
殿
」等
に
宛
て
て
発
給
さ

れ
た
永
禄
一
一
年
末
〜
一
二
年
に
比
定
さ
れ
る
文
書
を
藤
資
死
後
の
も
の
と
理
解
し
て
、こ
れ

ら
の
受
給
者
を
中
条
景
資
と
理
解
す
る
が
、い
っ
ぽ
う
で
、「
家
譜
略
記
」等
で
は
一
連
の
文
書

を
す
べ
て
永
禄
一
〇
年
以
前
に
比
定
す
る
（
た
だ
し
「
中
」一
七
三
に
は
「
永
禄
十
一
」の
付

年
号
が
あ
る
）。こ
れ
に
対
し
て
、上
越
市
史
中
世
史
部
会
『
上
杉
家
御
書
集
成
』Ⅱ
（
上
越
市

史
編
さ
ん
室
、二
〇
〇
二
年
）で
は
、中
条
景
資
は
吉
江
景
資
の
混
同
と
し
、『
越
佐
史
料
』等
で

は
前
述
の
通
り
両
者
を
別
人
と
す
る
。こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
に
解
決
さ
れ

て
き
た
と
は
言
い
難
く
、さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
点
が
多
い
も
の
と
思
う
。

（
74
）　
「
中
」二
二
四
。

（
75
）　
「
中
」一
九
二
。

（
76
）　

武
田
信
安
は
、宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）に
家
督
を
相
続
し
、享
保
七
年
（
一
七
二
二
）九
月

一
七
日
に
三
九
才
で
卒
し
て
い
る
（
前
掲
註
36
「
御
家
中
諸
士
略
系
譜
」）。な
お
、当
該
の
連

署
状
を
武
田
大
蔵
が
所
持
し
て
い
た
事
情
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
77
）　
「
桓
武
系
図
」等
に
よ
る
。

（
78
）　

原
本
は
高
野
山
清
浄
心
院
所
蔵
文
書
（『
上
越
市
史
』
別
編
2
（
上
杉
氏
文
書
集
二
）、

一
七
六
六
号
）。そ
の
ほ
か
、景
泰
の
実
名
を
記
す
発
給
文
書
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
①
天
正
六

年
八
月
廿
二
日
付
中
条
景
泰
判
物
（『
同
』一
六
一
八
号
、秋
田
藩
家
蔵
文
書
）、②
天
正
七
年
卯

月
一
日
付
中
条
景
泰
判
物
（『
同
』一
八
〇
六
号
、朝
日
村
個
人
所
蔵
文
書
）、③
年
未
詳
九
月
二

日
付
中
条
景
泰
書
状
（『
新
潟
県
史
』資
料
編
五
、三
二
四
九
号
、秋
田
藩
家
蔵
文
書
）の
三
通
で

あ
り
、中
条
氏
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。な
お
③

は
写
本
で
、差
出
人
と
し
て
「
与
次
景
康
」と
あ
る
が
、『
新
潟
県
史
』で
は
花
押
影
を
景
泰
の
も

の
と
す
る
。漢
字
表
記
が
異
な
る
た
め
に
確
言
で
き
な
い
が
、与
次
と
景
泰
を
同
時
に
表
記
す

る
文
書
は
本
文
書
の
み
で
あ
り
、注
目
さ
れ
る
。

（
79
）　

た
と
え
ば
『
越
佐
史
料
』巻
三
、永
正
一
〇
年
八
月
一
日
条
に
「
和
田
中
条
文
書
○
羽
前
伊
佐

早
謙
氏
所
蔵
」と
し
て
同
日
付
中
条
藤
資
血
判
起
請
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、【
表
２
】に
は

み
ら
れ
な
い
。こ
う
し
た
文
書
は
複
数
み
ら
れ
る
が
、こ
れ
ら
も
同
様
に
そ
の
後
に
収
集
さ
れ

た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

（
80
）　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、前
掲
註
11
井
上
論
文
、佐
藤
進
一「
解
説
」（『
新
潟
県
史
』資
料
編
四（
中

世
二
）、新
潟
県
、一
九
八
三
年
）に
指
摘
が
み
ら
れ
る
。ま
た
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
文
書

群
に
つ
い
て
は
、佐
藤
進
一
『
越
後
文
書
宝
翰
集
』（
新
潟
県
教
育
委
員
会
、一
九
五
四
年
）に
お

い
て
明
治
期
に
お
け
る
移
動
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、ま
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
中
条
文

書
は
昭
和
初
年
こ
ろ
ま
で
は
中
条
氏
所
蔵
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
（『
新
潟
県
史
』資
料

編
四
（
中
世
二
））。

（
81
）　
【
表
2
】一
一
三
、一
一
五
。な
お
【
表
2
】一
一
五
は
「
景
勝
様
よ
り
御
知
行
御
書
出
御
朱
印
」

と
あ
る
が
、「
米
沢
藩
御
書
集
」所
収
で
こ
れ
に
該
当
す
る
と
み
ら
れ
る
文
書
（
前
掲
註
73
『
上

杉
家
御
書
集
成
』Ⅱ
、八
五
三
号
）を
み
る
と
、「
御
朱
印
」で
は
な
く
「
御
居
判
」と
あ
る
。ま
た

【
資
料
3
】⑧
は
、印
あ
る
い
は
花
押
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。

（
82
）　
【
表
2
】八
九
―
二
、九
〇
、一
〇
五
、一
〇
九
―
一
。な
お
【
表
2
】一
〇
五
は
「
目
録
」で
も
後

に
追
記
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、【
資
料
3
】お
よ
び
「
米
沢
藩
御
書
集
」に
も
収
録
さ
れ
て
い

な
い
（
た
だ
し
『
上
杉
家
御
年
譜
』に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
）。こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

（
83
）　
【
表
3
】一
〇
一
。

（
84
）　
【
表
2
】一
一
八
―
一
〜
二
、一
一
九
―
一
、一
二
一
―
一
〜
二
、一
二
二
―
一
〜
四
、一
二
四
、

【
表
3
】五
六
、五
九
、六
五
、六
六
、六
七
、六
八
、六
九
、七
〇
。と
く
に
慶
長
三
年
か
ら
中
条
清

資
期
以
前
ま
で
の
文
書
で
み
る
と
、一
四
点
の
う
ち
一
三
点
ま
で
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

（
85
）　
「
中
」二
二
一
。

（
86
）　

そ
れ
ぞ
れ
の
一
族
に
つ
い
て
は
、前
掲
註
80
佐
藤
進
一
「
解
説
」等
を
参
照
。

（
87
）　
【
資
料
8
】に
み
ら
れ
る
「
古
キ
御
内
書
」と
は
、上
杉
綱
勝
以
前
の
藩
主
か
ら
の
御
内
書
と
考

え
ら
れ
る
。中
条
家
文
書
を
確
認
す
る
と
、上
杉
景
勝
・
定
勝
・
綱
勝
（
米
沢
藩
初
代
〜
三
代
藩

主
）か
ら
の
御
内
書
が
多
数
確
認
さ
れ
る
。ま
た
中
条
家
文
書
に
は
上
杉
綱
憲
御
内
書
が
一
点

確
認
さ
れ
る
が
（【
表
3
】五
六
号
）、同
文
書
は
【
資
料
8
】の
う
ち
、「
綱
憲
公
御
内
書
」と
し

て
整
理
さ
れ
た
文
書
（
点
数
不
明
）の
う
ち
に
該
当
す
る
可
能
性
が
高
い
。な
お
「
中
条
家
文
書
」

の
な
か
に
「
吉
憲
公
御
内
書
」は
確
認
で
き
な
い
。

（
88
）　

前
掲
註
11
井
上
論
文
で
は
、「
景
資
の
名
字
状
・
知
行
書
出
し
や
、三
盛
・
盛
直
・
知
資
三
代

の
間
の
景
勝
・
定
勝
・
綱
勝
・
生
善
院
等
の
書
状
は
、つ
い
に
米
沢
で
は
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
の
で
、こ
れ
ら
御
内
書
等
は
井
上
氏
等
の
調
査
以
後
に
あ
ら
た
め

て
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。し
た
が
っ
て
、こ
れ
ら
は
そ
の
他
の
文
書
と
は
さ
ら
に

別
置
し
て
管
理
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。ま
た
、田
島
光
男
氏
は
色
部
氏
で
も
同
様
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（
二
〇
一
三
年
一
月
二
五
日
受
付
、二
〇
一
三
年
七
月
三
〇
日
審
査
終
了
）

（
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

に
文
書
を
袋
に
詰
め
て
管
理
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
註
11
田
島
論
文
）。

（
89
）　

な
お
「
目
録
」か
ら
は
、盛
直
・
知
資
の
代
に
つ
い
て
は
、藩
主
か
ら
の
「
御
書
」・「
御
用
之
御

書
」等
を
さ
ら
に
二
二
点
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
90
）　

早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
の
所
蔵
す
る
中
条
文
書
に
は
、「
目
録
」と
一
致
し
な
い
文
書
や
系

図
が
み
ら
れ
る
（
大
半
が
近
世
文
書
。柴
辻
俊
六
『
早
稲
田
文
庫
の
古
文
書
解
題
』、岩
田
書
院
、

一
九
九
八
年
等
を
参
照
）。こ
の
こ
と
も
近
世
中
条
氏
に
か
か
る
文
書
の
伝
来
を
検
討
す
る
に

あ
た
っ
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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This article studies the views of the Nakajo family in the Yonezawa domain from the mid-17th  

century to the early 18th century regarding the genealogy of their heads from the end of the Sengoku 

period to the beginning of the early modern period（from the late 16th century to the early 17th 

century）. Approaching this subject from the viewpoints of family trees and other genealogical records 

descended through the Nakajo family and their ways to organize and manage documents, the article 

indicates the following two points. First, from the middle to the latter half of the 17th century, the  

Nakajo family did not recognize some of their heads of the late Sengoku period, including Nakajo 

Kageyasu. In the early 18th century, the family came to recognize his name as the changed name of 

Kagesuke. Then, they came to distinguish Kageyasu from Kagesuke, according to their family trees  

and other records drawn up by the later generations. Secondly, after the mid-17th century, the Nakajo 

family collected and inventoried relevant documents to recover their genealogy. It seems that they 

collected records related to Kageyasu in particular from 1691 to 1694 and then came to recognize his 

name. After the late 17th century, the family continued to organize their documents based on the same 

policy as before. Judging from this, they seem to have kept a keen interest in their family trees and 

genealogical documents. As a result, they continued to change their views on their family heads of the 

late Sengoku period.

Key words: Nakajo family, Nakajo Kageyasu, family tree, genealogical documents, document management
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